
ふ る 里 め ぐ り

石道村 と ・ その周辺の 史跡 ・ 遺跡

石 内 公 民 館 活 動
石内の歴史探求講座

石内をもっと知ろう会
企画 ・ 編集          平成 29 年 3 月

広島市佐伯区五日市町石内 6902-4   窪田君男

ふる里石内の史跡・遺跡

古文書などから見た、 史 ・ 遺故辰野誠次先生の

遺品 ( 郷土史 ) を元に資料整理した 古文書など

に挿絵を加えて小冊子で保存と発刊。 ( 非売品 )

水晶くんシダレン

※一般募集した 「石内のゆる～いきゃら」 募集の中から人気投票

 の結果、 優秀 6 作品の中から ・ シダレン ・ 水晶くんの登場です。



【 は じ め に 】

奥田泰将 ( 石内公民館長 ) ・ 木村照男 ( 元石内小学校長 ) ・ 西本忠良 ( 石内をもっと知ろう会長 )

石内をもっと知ろう会々員 ・ 小田昭三 ( 元会長 ) ・ 田中孝雄 ・ 奥田耕司 ・ 窪田君男　　　【順不同】

※　郷土史研究員グループ

ー 1－

石内村の歴代村長

初代　土井　雅雄　  明治22年6月　就任　　明治26年5月　退任

二代　野上　貫吾　　明治26年5月　就任　　明治43年6月　退任

三代　谷口　 穣　　　明治43年6月　就任　　明治43年7月　退任

四代　紙野　和市　　明治43年8月　就任　　大正14年8月　退任

五代　沖村　一郎　　大正14年9月　就任　　昭和04年9月　退任

六代　丑田　　茂　　 昭和05年1月　就任　　昭和21年4月　退任

七代　吉田　雅登　　昭和21年10月　就任　 昭和22年9月　退任

八代　八木新太郎　 昭和22年9月　就任　　昭和24年7月　退任

九代　仲田　　繁　　 昭和24年9月　就任　　昭和30年3月　退任

①

①

②

②

③

③

昭和２年まで使用の

木造２階校舎と平屋

木造の便所棟。

従来の２階建て校舎

は杉丸太で突っ張り

をする程老朽化。

昭和２年から ２年後

2 階校舎２棟と平屋

講堂と運動場拡張。

全面の道路幅は

人から推測 3 ～ 4m

昭和４６年鉄筋コンク

リートの校舎に 建替

わるまで戦前 ・ 戦後

の学舎。 被爆建物。

　平成23年4月に発足した「石内をもっと知ろう会」は、次の活動方針を掲げ地道に活動、会員の理解と努力で
今日まで継続して参りました石内公民館の「石内の歴史探究講座」活動グループです。
  歴史のある石内と周辺の関係者ら仲間が集まり、石内の歴史・伝統文化・文化財などに関することを、地区内
外の歴史研究活動家の話を聞き、話し合う会を開催し、その豊富な知識を記録、後世に伝えることを主目的に、
お互いの理解を深め助け合い、楽しい仲間づくりに 務めることを目的に定例会を行なう。必要に応じて現地に
出向いて、目で見て確認しながら楽しい気楽な会を目指している会です。 (平成２３年４月第１回講座から抜粋)　　　　

その活動の中で地区内外の人から貴重な「話」を聞くこともできました。大きな成果を上げております。
　年度末を迎え新年度に入るのにあたり、以前、故・辰野誠次先生のご子息様から「石内の郷土史」を伝承す
るうえで必要な数多くの資料を石内公民館と「石内をもっと知ろう会に寄贈していただきました。私たち会員の
手で資料の整理作業を行い、現在は石内公民館２階の公開展示室に収納・その一部を一般公開しております。
　これらの資料から何らかの方法で成果資料が出来ないかと、別掲7名の有志が集まり利用の目的と対象に
ついて検討をしました。話し合いの中で、地域の小学生の郷土を愛する(ふる里)・友達や仲間づくり(絆)につ
いて学ぶ資料提供に結びつけられないかという意見が出て、「内容は郷土史全般」・「簡単で分り易い」・「小学
校・中高校生」更に新成人を対象にした小冊子作成を目指すことを決めました。
　近年、郷土歴史愛好家が各地で増加しています。できるだけ多くの人達が親しみ易い資料を仕上げることに
心懸け、この資料が今後、石内の人達に広く活用されれば幸いです。
　残されている郷土資料を目にして、故人である仲田繁・石田秋三・辰野誠次の３氏が石内を愛し、その姿を後
世に伝え残すために行ってこられた活動と思いに感謝を忘れることはできません。

初代会長  小田昭三平成 29 年 3 月 31 日
石内をもっと知ろう会 会長  西本忠良
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し
ゃ　

か

か　

じ　

け

か　

じ　

け

さ
い
の
か
み

◆
◆　

石
内
の
あ
け
ぼ
の　

◆
◆

し
ゃ
か

　

我
々
に
生
活
の
恵
み
を
与
え
、
文
化
を
育
ん
で
く
れ
た
石
内
谷
は
、
太
古
か
ら

今
の
姿
に
近
い
平
坦
地
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
石
内
川
の
形
成
に
伴
っ
て
長

年
の
間
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
石
内
川
は
現
在
の
瀬
戸
内
海
が
断
層
に
よ
る

陥
没
で
で
き
た
造
瀬
戸
内
海
運
動(

今
か
ら
約
三
〇
〇
万
年
～
一
五
〇
万
年
前)

に
伴
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
の
地
域
が
陥
没
す
る
以

前
、
こ
の
地
方
は
今
よ
り
六
〇
〇
～
七
〇
〇
ｍ
も
高
い
平
坦
な
順
平
原
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
、
そ
の
続
き
は
今
も
広
島
県
の
中
央
部(

世
羅
大
地)

か
ら
岡
山
県
中

央
部(

吉
備
台
地) 

に
か
け
て
見
ら
れ
、
五
日
市
町
付
近
で
は
石
内
の
向
山(

六
六

六
ｍ)

、
河
内
の
窓
山(

七
一
三
ｍ)

、
廿
日
市
町(
現
廿
日
市
市)

の
極
楽
寺
山(

六
六

一
ｍ)

、
野
貝
原(

の
う
が
高
原
、
七
七
三
ｍ)

の
頂
上
が
順
平
原
の
名
残
で
あ
る
。

そ
れ
は
極
楽
寺
山
頂
や
野
貝
原
が
広
い
平
坦
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

更
に
極
楽
寺
山
頂
に
は
山
県
郡
あ
た
り
か
ら
運
ば
れ
た
と
言
わ
れ
る
古
生
層
の

石
で
、
何
れ
も
川
底
の
礫
の
よ
う
に
角
が
取
れ
、
丸
味
を
帯
び
た
石
の
層
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
こ
こ
に
大
き
な
川
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
わ
れ

る(

廿
日
市
市
指
定
天
然
記
念
物)

。

　

瀬
戸
内
海
が
陥
没
で
で
き
始
め
る
と
、
海
岸
線
に
近
い
五
日
市
町
の
背
後
の

向
山
・
窓
山
・
極
楽
寺
山
等
の
上
に
降
っ
た
雨
水
は
、
落
差
に
よ
り
急
激
に
降
下

し
、
石
内
川
や
八
幡
川
を
生
じ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
ら
の
河
川
は
順
平
原
の
斜

面
を
侵
食
し
、
深
い
谷
や
平
野
を
造
っ
た
。
こ
れ
が
石
内
谷
や
五
日
市
平
野
の
始

ま
り
で
あ
る
。

　

瀬
戸
内
海
の
陥
没
で
、
向
山
・
窓
山
・
極
楽
寺
山
な
ど
の
南
面
の
海
側
は
一
五

〇
万
年
前
頃
ま
で
に
標
高
二
〇
〇
～
四
〇
〇
ｍ
ま
で
侵
食
さ
れ
た
と
言
わ
れ

る
。
現
在
の
鈴
が
峰(

三
二
一
ｍ)

、
京
良
木
山(

三
四
〇
ｍ)

釈
迦
が
岳(

四
一
三
ｍ) 

石
内
の
和
田
や
有
井
の
東
に
連
な
る
狐
が
城
跡(

二
二
六
ｍ)

の
山
並
、
西
側
で
は

向
山
の
麓
の
野
登
呂
神
原
間
の
丘
陵
地(

二
〇
〇
～
二
五
〇
ｍ)

、
更
に
こ
の
丘
陵

地
か
ら
石
内
谷
に
向
か
っ
て
延
び
る
数
列
の
山
並
、
即
ち
野
登
呂
と
笹
利
谷
間

(

二
〇
〇
ｍ)

、
笹
利
谷
と
鍛
冶
計
谷
間
の
高
城
跡(

二
九
四
ｍ)

鍛
冶
計
谷
と
半
坂

間
の
西
が
城
跡(

三
一
〇
ｍ)

な
ど
の
山
並
が
当
時
の
侵
食
面
と
さ
れ
て
い
る
。
な

お
当
時
は 

石
内
谷
の
東
西
の
山
並
が
現
在
の
よ
う
に
原
田
あ
た
り
で
侵
食
切

開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
二
〇
〇
ｍ
以
上
の
高
さ
で
連
な
り
、
石
内
川
の
行
く
手
を
ふ

さ
い
で
い
た
と
言
う
。
こ
れ
ら
二
〇
〇
～
四
〇
〇
ｍ
級
の
山
並
は
高
位
瀬
戸
内
面

と
よ
ば
れ
る
。

　

そ
の
後
石
内
谷
の
東
側
の
高
位
瀬
戸
内
面
上
に
、
山
田
盆
地
が
侵
食
で
で
き
、

こ
こ
を
源
と
す
る
山
田
川
が
京
良
木
山
、
釈
迦
が
岳
な
ど
の
水
を
集
め
、
現

在
の
原
田

・
半
坂
を
北
進
し
、
沼
田
町
大
塚
に
入
り
、
太
田
川
水
系
の
安
川

に
な
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
今
か
ら
一
〇
〇
万
年
前
頃
に
は
、
石
内

川
は
侵
食
が
進
み
、
石
内
谷
の
東
西
の
山
並
を
原
田
付
近
で
切
断
し
て
山
田

川
に
達
し
、
こ
れ
を
奪
っ
て
石
内
川
水
系
に
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
が
河
川

争
奪
と
呼
ば
れ
る
。

　

西
側
の
向
山
の
麓
の
高
位
瀬
戸
内
面
の
丘
陵
地
の
川
は
、
初
め
野
登
呂
か
ら

神
原
に
向
か
っ
て
北
流
し
、
神
原
の
栗
木
峠
付
近
か
ら
現
在
の
沼
田
町
奥
畑
ー

芦
谷‐

猿
峠
ー
椎
原
ー
幸
神
と
北
進
し
、
太
田
川
水
系
の
吉
山
川
に
流
入
し

た
が
、
後
に
こ
の
川
も
神
原
と
そ
の
西
の
深
谷
で
鍛
冶
計
川
に
、
更
に
そ
の
西

で
笹
利
川
に
奪
わ
れ
、
共
に
現
在
の
如
く
、
石
内
川
水
系
と
な
っ
た
と
言
わ

れ
る
。
こ
の
石
内
川
の
河
川
争
奪
の
頃
、
石
内
谷
の
東
西
の
高
位
瀬
戸
内
面

山
並
の
山
麓
に
石
内
川
の
侵
食
に
よ
る
標
高
一
五
〇
ｍ
以
下
の
平
坦
面
が
形
成

さ
れ
た
。
こ
れ
を
定
位
瀬
戸
内
面
と
よ
ぶ
。 

こ
れ
ら
の
多
く
は
現
在
小
丘
陵
と

し
て
残
っ
て
い
る
。 

上
沖
の
新
宮
山

(

四
六
ｍ)

、
長
尾
城
跡

(

八
八
ｍ)

、
下
中

の
有
井
城
跡(
五
三
ｍ)

の
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
丘
陵
地
、
平
岩
の
今
市
城
跡

(

八
八
ｍ)

、
釈
迦
が
岳
の
北
西
の
山
麓
の
丘
陵
地
で
あ
る 

。
こ
れ
ら
は
後
に
、



　

古
代
人
の
住
居
地
、
中
世
の
山
城
、
現
在
で
は
山
畑
、
五
月
が
丘
の
如
き

団
地
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。
石
内
で
は
弥
生
時
代(

今
か
ら
二
三
〇
〇
～
一
七

〇
〇
年
前)

や
、 

そ
れ
に
続
く
古
墳
時
代
の
遺
跡
が
、 

か
な
り
沢
山
発
見
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
遺
跡
に
は
古
代
人
の
住
居
跡
や
家
の
柱
穴
、   

土
器
、
貝
塚

な
ど
が
見
ら
れ
た
。

　

弥
生
時
代
、
日
本
に
イ
ネ
が
大
陸
か
ら
伝
わ
り
、
イ
ネ
作
が
始
ま
っ
た
。

そ
れ
で
人
々
は
平
地
に
水
田
を
造
り
、
近
く
の
丘
陵
な
ど
に
居
住
し
た
。
石

内
で
は
こ
の
時
代
、
左
表
や
図
に
示
す
よ
う
に
、
新
宮
山
を
中
心
に
、
周
辺

の
和
田
、
有
井
、
下
中
、
下
沖
、
上
沖
、
笹
利
、
湯
戸
な
ど
、
現
在
の
石

内
の
南
半
の
石
内
川
、
笹
利
川
、
西
法
寺
川
沿
い
に
イ
ネ
作
り
が
な
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
時
期
は
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
弥
生
式
土
器
の

特
徴
か
ら
弥
生
時
代
の
終
わ
り
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。
続
く
古
墳
時
代
で
は
、

上
沖
古
墳
、
湯
戸
古
墳
な
ど
が
あ
る
。
古
墳
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
土
師
器

、
須
恵
器
な
ど
、
こ
の
時
代
独
特
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

 1　　上和田貝塚　　　　　　　　　　　　　弥生式土器

 2　　新九畑 (和田 )包含地　　　　　　　　弥生式土器

 3　　岡田Ⅰ(湯戸 )包含地　　　　　　　　弥生式土器

 4　　岡田Ⅱ(湯戸 )散布地　　　　　　　　弥生式土器

 5　　平原　(湯戸 )単独出土地　　　　　　弥生式土器

 6　　有井貝塚

 7　　観音 (有井 )包含地　　　　　　　　　弥生式土器

 8　　平田 (有井 )包含地　　　　　　　　　弥生式土器

 9　　晶石城 (下中 )単独出土地　　　　　　弥生式土器

10　　迫口 (下沖 )包含地　　　　　　　　　弥生式土器

11　　水晶ヶ城Ⅰ遺跡　　　　　　　　　　　弥生式土器

12　　水晶ヶ城Ⅱ遺跡　　　　　　　　　　　弥生式土器・館玉・住居跡

13　　浄安寺遺跡　　　　　　　　　　　　　弥生式土器・まが玉 (まがたま )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄やじり・住居跡

14　　白畑 (上沖 )貝塚　　　　　　　　　　弥生式土器

15　　寺山 (上沖 )包含地　　　　　　　　　弥生式土器・土師器

16　　笹利迫田貝塚　　　　　　　　　　　　弥生式土器・住居跡

17　　長尾城遺跡　　　　　　　　　　　　　弥生式土器・土師器・住居跡

18　　一の谷 (上沖 )貝塚　　　　　　　　　弥生式土器

19　　上沖古墳　　　　　　　　　　　　　　横穴式石室・土師・須恵器

20　　新宮山遺跡　　　　　　　　　　　　　弥生式土器

22　　百石 (湯戸 )散布地　　　　　　　　　弥生式土器・須恵器

23　　湯戸古墳　　　　　　　　　　　　　　横穴式古墳

24　　浄徳寺 (湯戸 )包含地　　　　　　　　土師・須恵器

番号　　　　名　　　称　　　　　　　　　　　出　土　物

石内の古代遺跡
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【
石
内
公
民
館
だ
よ
り 

連
載

・
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
】　

　
　
　
　
　
　

石
内
の
あ
け
ぼ
の　

辰
野
誠
次

・
文　

原
文
の
ま
ま
転
載

遺跡分布図

●

至 

三
ノ
峠

至 

平
岩

至 

八
幡

至 

野
登
呂

石

内
川

上
沖

有
井

下
中

笹
利

湯
戸

和田

笹

利

川

水
晶
ヶ
城
跡

新
宮
山

西
法

寺
川
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◆
　
石
内
の
小
字
図
　
◆

上
日
焼



1
6

1
5

1
7

1
1

 A

1
2

1
3

1
4

 7

 6

 8

 9

1
0

 2
 1

 3

 5

 E

 D

 C

 B
 F

 J
  

I
 H

 G

4
  
 旧

紙
野

屋
敷

跡

旧
谷

家
屋

敷
跡

浄
徳

寺
観

音

遺
跡

埋
蔵

土
器

出
土

 4

 3

徳
見

城
跡

枡
井

出
(農

業
水

路
)

旧
紙

野
屋

敷
跡

浄
徳

寺
観

音旧
谷

家
屋

敷
跡

 迫
口

観
音

新
宮

神
社

跡

長
尾

の
石

仏

長
尾

城
跡

清
水

(名
水

)

稲
荷

神
社

跡

 臼
山

八
幡

神
社

水
晶

ｹ
城

跡

天
畑

天
皇

社
跡

浄
安

寺
さ

ん

永
井

建
子

記
念

碑

遺
跡

・
文

化
遺

産
A

  
 新

藤
兼

人
　

　
 生

誕
地

(碑
)

J
  
 有

井
城

跡

I 
  

土
井

屋
敷

跡

H
  
 有

井
神

社
跡

G
  
 滝

の
観

音

F
  
 渓

山
善

正
寺

跡

E
  
 新

的
石

神
社

D
  
 百

石

C
  
 松

丸
神

社
跡

B
  
 貴

船
神

社
跡

1
  
 徳

見
城

跡

5
  
 枡

井
出

(農
業

水
路

)

4
  
 旧

紙
野

屋
敷

跡

2
  
 浄

徳
寺

観
音

3
  
 旧

谷
家

屋
敷

跡

1
0
  

 迫
口

観
音

9
  

 新
宮

神
社

跡

8
  

 長
尾

の
石

仏

7
  

 長
尾

城
跡

6
  

 清
水

(名
水

)

1
1
  

 稲
荷

神
社

跡

1
5
  

 臼
山

八
幡

神
社

1
4
  

 水
晶

ｹ
城

跡

1
3
  

 天
畑

天
皇

社
跡

1
2
  

 浄
安

寺
さ

ん

1
6
  

 永
井

建
子

記
念

碑

石
内
の
文
化
財
・
遺
跡
分
布
図

新
藤

兼
人

生
誕

地
(碑

) 貴
船

神
社

跡

松
丸

神
社

跡百
　

石

新
的

石
神

社

渓
山

善
正

寺
跡

滝
の

観
音

有
井

神
社

跡
土

井
屋

敷
跡

有
井

城
跡

か
げ

と
も

の
道

旧
山

陽
道

(官
道

)の
こ

と
で

す
奈

良
(平

城
京

)か
ら

大
宰

府
ま

で
が

石
内

を
縦

断
し

て
い

た
の

で
す

。

点
線

 -
 郷

土
歴

史
家

の
現

地
・
遺

跡
を

　
　

　
　

  
考

慮
し

た
別

ル
ー

ト
(不

明
を

含
む

)

実
線

 -
 県

道
沿

い
の

北
側

山
裾

を
東

西
に

　
　

　
　

 通
る

想
定

さ
れ

る
ル

ー
ト

(石
内

西
地

区
(湯

戸
～

上
中

の
一

部
)
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2
1

2
0

2
2

2
3

2
4

2
6

2
5

2
7

2
8

2
9

1
7

1
8

1
9

3
1

3
0

3
2

3
3

3
4

石
内

小
学

校文

1
7
  
 浄

安
寺

薬
師

2
1
  
 三

石
　

(土
石

流
)

2
0
  
 細

末
水

車
跡

1
8
  
 瑠

璃
香

水
跡

1
9
  
 大

歳
神

社
跡

跡
2
6
  
 金

剛
院

2
5
  
 今

市
城

跡

2
4
  
 串

山
城

跡

2
3
  
 浄

土
寺

2
2
  
 難

波
一

甫
流

(石
碑

)

2
7
  
 荒

神
社

跡

3
1
  
 石

切
り

場
跡

3
0
  
 半

坂
の

石
仏

跡

2
9
  
 半

坂
の

水
車

小
屋

跡

2
8
  
 大

師
の

石
仏

3
2
  
 上

野
屋

敷
跡

遺
跡

・
文

化
遺

産

3
3
  
 半

坂
・
語

源
の

坂
 

3
4
  
 大

番
社

碑

遊
田

屋
敷

跡
 3

5

三
石

(土
石

流
)

細
末

水
車

跡

 瑠
璃

香
水

跡

大
歳

神
社

跡
跡

金
剛

院

今
市

城
跡

串
山

城
跡

浄
土

寺

難
波

一
甫

流
(石

碑
)

荒
神

社
跡

石
切

り
場

跡

半
坂

の
石

仏
跡

半
坂

の
水

車
小

屋
跡

大
師

の
石

仏

上
野

屋
敷

跡

半
坂

・
語

源
の

坂
 

大
番

社
碑

 浄
安

寺
薬

師

か
げ

と
も

の
道

実
線

 -
 県

道
沿

い
の

北
側

山
裾

を
東

西
に

　
　

　
　

 通
る

想
定

さ
れ

る
ル

ー
ト

点
線

 -
 郷

土
歴

史
家

の
現

地
・
遺

跡
を

　
　

　
　

  
考

慮
し

た
別

ル
ー

ト
(不

明
を

含
む

)

旧
山

陽
道

(官
道

)の
こ

と
で

す
奈

良
(平

城
京

)か
ら

大
宰

府
ま

で
が

石
内

を
縦

断
し

て
い

た
の

で
す

。

石
内
の
文
化
財
・
遺
跡
分
布
図

(石
内

東
地

区
(上

中
の

一
部

～
半

坂
)
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●　
【
石
道
村
】

　

石
内
は
、
古
く
は
石
道
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
亀
山(

新
宮
山)

を
中
心
に

二
～
三
世
紀
こ
ろ
始
ま
っ
た
イ
ネ
作
は
、
五
〇
〇
年
後
の
八
世
紀
こ
ろ
に
は
、

今
の
半
坂
あ
た
り
ま
で
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
延
暦
年
間(

七
八

二
～
八
〇
五)

に
石
道
村
は
で
き
た
。
こ
の
村
は
、
そ
の
後
徳
川
時
代
の
初
め

の
寛
文
元
年(

一
六
六
一)
に
石
内
村
と
改
称
さ
れ
る
ま
で
約
八
五
〇
年
間
続

い
た
。　

同
じ
延
暦
二
年(

七
八
三)

に
臼
山
八
幡
神
社
が
祭
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
豊
前
国(

大
分
県)
宇
佐
八
幡
か
ら
、
、
み
た
ま
を
分
け
も

ら
っ
た
仲
哀
天
皇
、
応
神
天
皇
、
、
神
功
皇
后
の
三
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
か
ら
一
二
〇
〇
年
前
こ
ろ
に
は
、
石
道
村
の
輪
郭
が
整
っ
て

き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

イ
ネ
が
大
陸
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
弥
生
時
代(

二
三
〇
〇
～
一
七

〇
〇
年
前)

の
初
め
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ネ
作
り
が
始
ま
る
と
、
人
び

と
は
水
田
を
開
き
そ
の
近
く
に
定
住
し
た
。
そ
の
跡
か
ら
、
当
時
彼
ら
が
使
っ

た
弥
生
式
土
器
の
瓶
の
破
片
な
ど
が
今
で
も
見
つ
か
る
。

　

石
内
で
今
ま
で
に
出
た
土
器
で
は
弥
生
時
代
の
終
わ
り
頃
の
形
の
も
の
が
最

も
古
い
。
そ
れ
は
亀
山(

新
宮
山)

を
中
心
に
、
和
田
、
有
井
、
下
沖
、

上
沖
、
湯
戸
に
み
ら
れ
た 

。  

こ
の
こ
と
は
、
石
内
で
、
少
な
く
と
も
今
か
ら

一
八
〇
〇
年
く
ら
い
前
か
ら
、
亀
山
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
周
辺
に
人
が
住
み

つ
き
イ
ネ
作
り
を
始
め
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

ー 8ー

  

新
宮
山
は
以
前
、
亀
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
昔
こ
の
山
は
後
方
の
西
法
寺
山

と
丘
続
き
で
そ
の
形
が
亀
に
似
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。   

こ
の
付
近
の
集
落
の
権

力
者
の
古
墳
が
亀
山
や
後
ろ
の
丘
陵
の
南
側
に
幾
つ
も
作
ら
れ
た
ら
し
い
。

こ
れ
ら
の
大
部
分
は
後
に
丘
陵
が
取
り
去
ら
れ
た
際
、
破
壊
さ
れ
、
今
は
僅

か
一
基
が
田
の
縁
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
上
沖
古
墳
と
呼
ば
れ
る
石
組
み
の

横
穴
式
石
室
で
、
土
地
の
人
は
石
仏
と
言
っ
て
い
る
。

　

古
墳
は
四
～
七
世
紀
に
作
ら
れ
た
。
当
時
の
土
器
は
以
前
よ
り
は
精
巧
な

土
師
履
器
、
供
献
用
の
須
恵
器
で
、
そ
の
破
片
が
今
も
亀
山
や
付
近
の
田
畑

か
ら
沢
山
出
る
。
古
墳
時
代
の
土
器
は
湯
戸
の
浄
徳
寺
観
音
付
近
に
も
出
土

す
る
。
そ
の
山
麓
に
は
、
横
穴
式
の
湯
戸
古
墳
が
あ
る
。

　　

湯
戸
に
今
、
百
石
と
言
う
小
字
が
あ
る
。
昔
石
内
村
か
ら
浅
野
藩
に
出
し

た
古
文
書
に
「
往
古
当
村
の
郷
中
よ
り
し
も
は
入
江
で
潮
満
込
み
、
こ
れ
に
注

ぐ
川
幅
広
く
、
渡
る
に
数
百
の
飛
び
石
あ
り
。
為
に
怪
我
人
等
出
で
石
仏
を

建
つ
。
こ
の
石
仏
は
今
も
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
の
地
名
を
百
石
と
呼
ぶ
」
と
あ

あ
る
。

　

現
在
バ
ス
停
湯
戸
と
下
湯
戸
と
の
間
の
県
道
の
両
側
の
丘
あ
た
り
が 

小
字
百

石
で
あ
る
。
数
千
年
前
の
瀬
戸
内
海
の
水
位
が
、
今
よ
り
数
ｍ
も
高
か
っ
た
証

拠
が
近
時
知
ら
れ
て
き
た
の
で
、
当
時
湯
戸
辺
り
ま
で
海
で
あ
っ
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。 
入
江
の
海
岸
や
石
内
川

・
笹
利
川
、 

西
法
寺
川(

三
の
峠
を
水
源)

は
恐
ら
く
自
然
の
ま
ま
で
川
幅
広
く
、 

湯
戸
か
ら
和
田
に
渡
る
の
に
飛
び
石
が

必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

●　
【
亀
山
と
石
仏
】

　
　

●　
【
百　

石
】

　

●　
【
イ
ネ
作
り
の
始
め
】



●  
【
か
げ
と
も
の
道
】

　

古
い
昔
の
山
陽
道
は
「
か
げ
と
も
の
道
」
と
呼
ば
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
石
道
村

を
通
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
大
化
の
改
新(

六
四
五)

後
奈
良
の
朝
廷
と
、 

そ
の
出

先
機
関
で
あ
る
九
州
の
大
宰
府
を
結
ぶ
官
道
で
あ
っ
た
。   

こ
の
古
山
陽
道
は

瀬
野
か
ら
、
当
時
安
芸
の
国
の
あ
っ
た
府
中
を
通
り
、
矢
賀
、
牛
田
、
長
束

を
経
て
太
田
川
を
渡
り
、 

伴
か
ら
石
道
に
入
り
、
大
町(

八
幡
の
郡)

か
ら

三
宅
、
平
良
、
大
野
、
小
方
と
通
じ
い
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
国
の
諸
制
度
を
書
い
た
延
喜
式(
九
二
七)

に
、
こ
の
道
に
あ
っ

た
駅
名
が
の
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
伴
部(

伴)

、
大
町(

郡)

、
種
箆(

平
良)

、

濃
唹(

大
野)

、
遠
賀(

小
方)

な
ど
で
、
駅
に
は
役
所
が
あ
り
、
常
に
馬
な

ど
が
配
備
さ
れ
て
い
た
と
言
う
。

　

石
内
村
で
は
、
「
か
げ
と
も
の
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
古
山
陽
道
が
、
半
坂

か
ら
湯
戸
ま
で
、
ほ
ぼ
今
の
県
道
と
並
行
し
て
、
そ
の
少
し
西
側
の
山
裾
に
そ

っ
て
通
っ
て
い
た
。
そ
の
古
道
の
大
部
分
は
、
今
で
も
、
か
な
り
よ
く
残
っ
て
い

て
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
を
日
常
農
道
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
。

　

今
そ
の
古
道
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、 

古
道
が
大
塚
か
ら
半
坂
に
入
っ
た
点
は
、

 

や
は
り
今
の
県
道
と
同
じ
だ
が
、 

そ
こ
か
ら
今
の
荒
蒔
団
地
を
西
行
し
、 

堂
上
宅

・
空
宅
の
側
を
通
っ
て
南
行
し
、
平
岩
の
扇
迫
に
向
か
う
。 

こ
の
あ
た

り
は
今
も
松
林
の
中
で
、 

古
い
「
か
げ
と
も
の
道
」
の
す
が
た
を
残
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

半
坂
と
扇
迫
と
の
堺
の
峠
の
頂
上
に
は
、
古
び
た

石
仏
も
あ
る
。

　

平
岩
の
扇
迫
に
入
っ
た
「
か
げ
と
も
の
道
」
は
、
現
在
の
道
よ
り
少
し
東
寄

お　

が

◆
◆
　
か
げ
と
も
の
道
　
◆
◆
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こ
お
り

へ　

ら

の　

お
※

　

（
財
）
広
島
市
未
来
都
市
創
造
財
団

平
成　

 

年(

二
〇
一
二)

石
内

・
八
幡
東

・
八
幡

・
観
音

・
坪
井
公
民
館
共
同
で
「
古
代
山
陽
道

・
影
面
の
道
」
の
全　

 

頁
の
小
冊
子　

発
行

り
の
山
裾
を
南
行
し
、 

今
、 

石
槌
神
社
の
あ
る
小
丘
に
登
り
境
内
を
通
り
、 

渡
辺
宅
と
旧
塩
崎
宅
と
の
間
の
竹
林
、
政
田
宅
裏
の
雑
木
林
の
中
を
下
り

小
畑
宅
前
、
石
内
小
学
校
裏 

山
裾
を
通
っ
て
、
公
民
館
前
で
県
道
に
合
す
る
。

　

こ
れ
よ
り
古
道
は
旧
下
中
集
会
所
下
ま
で
、
ほ
ぼ
県
道
に
含
ま
れ
、
そ
の
頃

に
祭
ら
れ
た
浄
安
寺
薬
師
、
八
幡
神
社
前
を
通
る
。
下
中
集
会
所
か
ら
古
道

は
県
道
か
ら
少
し
離
れ
、
森
崎
、
国
政
宅
等
の
裏
を
山
沿
い
に
進
み
、
中
山

宅
か
ら
南
に
現
存
す
る
小
道
を
通
っ
て
旧
山
根
宅
下
で
、
ま
た
県
道
に
出
る
。

な
お
、 

そ
の
山
側
に
、 

そ
の
頃(

八
九
〇
年
頃)

の
宇
田
天
皇
を
祭
っ
た
と
言

う
天
皇
社
が
あ
っ
た
。

　
「
か
げ
と
も
の
道
」
は
、
下
沖
の
竹
内
宅
下
で
現
県
道
か
ら
西
に
分
か
れ
、

上
梶
宅
前
を
経
て
迫
口
観
音
下
の
山
裾
を
回
り
、
上
沖
の
谷
を
笹
利
に
近
い

森
京
宅
ま
で
入
る
。
そ
こ
で
笹
利
川
に
沿
っ
て
南
に
曲
が
り
川
を
渡
り
、
後
ろ

の
長
尾
城
の
山
裾
を
南
行
し
て
、
奥
田
宅
横
か
ら
湯
戸
に
向
か
っ
た
。

　

湯
戸
の
入
り
口
で
西
法
寺
川
を
渡
り
、
今
に
小
道
と
し
て
残
っ
て
い
る
平
崎

宅
前
、
岡
本
宅
裏
を
南
行
す
る
。
但
し
、
本
田
宅
裏
に
至
っ
て
現
在
の
小
道

よ
り
数
ｍ
東
寄
り
を
家
裏
に
接
し
て
、
廣
田
要
、
中
谷
、
谷
口
宅
内
を
経
て

旧
村
堺
の
小
山
に
達
し
、 

左
折
し
て
現
県
道
に
入
っ
て
利
松
に
向
か
っ
た
。

  

こ
の
様
に
石
内
村
に
は
、 

古
く
国
の
重
要
な
官
道
が
通
り
、
そ
の
後
の
村
の

歴
史
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。



　
　

●　
【
貝　

塚
】

　
　

●　
【
浄
安
寺
薬
師
】

　
　

●　
【
貴
船
神
社
】

　

石
内
で
は
新
宮
山
の
周
り
１
㎞
以
内
に
五
個
ヶ
所
貝
塚
が
知
ら
れ
て
い
る
。

貝
塚
は
古
代
人
の
捨
て
た
貝
殻
の
堆
積
で
、
そ
の
中
の
土
器
の
破
片
か
ら
、

そ
こ
に
何
時
頃
人
が
住
ん
で
い
た
か
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

和
田
の
貴
船

神
社
跡
の
後
ろ
に
上
和
田
貝
塚
と
い
う
石
内
で
最
も
大
き
な
貝
塚
が
あ
る
。 

大
正
一
五
年(

一
九
二
六)
広
島
二
中
の
吉
野
盆
見
先
生
が
発
見
、
考
古
学

雑
誌
で
日
本
の
学
界
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
他
、
最
近
見
つ
か
っ
た
有
井

貝
塚
は
旧
海
部
宅
へ
登
る
道
、
白
畑
貝
塚
は
上
沖
佐
々
木
宅
裏
、 

片
山
貝
塚

は
湯
戸
佐
藤
宅
の
裏
で
、 

何
れ
も
弥
生
後
期  (

一
八
〇
〇
年
前)

の
土
器
を

含
む
の
で
、 

お
そ
ら
く
石
内
に
は
、 

そ
の
頃
人
が
住
み
つ
き
始
め
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

  

上
中
の
旧
石
内
公
民
館
の
裏
に
薬
師
堂
が
あ
る
。 

こ
れ
は
萬
正
山
門
前
院

浄
安
寺
で
、 

本
尊
は
薬
師
如
来
の
座
像
で
あ
る
。　
　

 

高
さ
が
八
四

・
五
㎝
、 

座
布
が
六
八
㎝
の
木
像
で
あ
る
。　
　
　
　

昭
和
十
三
年
、
仏
像
の
体
内
か
ら
、

宝
暦(

二
二
四
年
前)  

の
修
理
の
際
、
入
れ
ら
れ
た
木
札
が
出
た
。
そ
れ
に

は
薬
師
像
が
天
平
の
昔(

約
一
二
六
〇
年
前)

行
基
菩
薩
の
手
で
作
ら
れ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

  

し
か
し
栗
田
元
次
氏(

旧
広
島
文
理
大
教
授)

は
平
安
末
期(

約
八
〇
〇

年
前)

、 

小
倉
豊
文
氏(

広
島
大
学
名
誉
教
授

・
広
島
県
文
化
財
保
護
委
員)

は
も
っ
と
古
い
藤
原
時
代(

約
一
〇
〇
〇
年
前)

の
作
と
し
て
い
る
。
何
れ
に

し
て
も
古
い
貴
重
な
文
化
財
が
我
々
の
近
く
に
保
存
し
て
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

沖
組
の
亀
山(

新
宮
山).

に
は
、 

明
治
四
一
年(

一
九
〇
八)

臼
山
八
幡
神

社
に
合
わ
せ
祭
ら
れ
る
迄
は
石
内
村
の
村
社
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

新
宮
神
社
の

由
来
は
不
詳
だ
が
、
石
内
で
は
一
六
〇
〇
年
前
の
弥
生
時
代
に
、
こ
の
亀
山

を
中
心
に
イ
ネ
作
り
が
始
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
頃
か
ら
の
祭
り
用
土
器

も
出
て
い
て
、
亀
山
に
は
古
く
か
ら
我
々
の
祖
先
の
信
仰
の
中
心
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。　

新
宮
神
社
の
祭
り
神
は
伊
弉
諾
尊

・
伊
弉
冊
尊
で
、
境
内
は

三
四
七
坪(

一
一
四
五
㎡)

、
本
殿

・
幣
殿

・
拝
殿
が
あ
っ
た
。
古
く
石
内
村

の
中
程
か
ら
南
は
、
中

・
沖

・
笹
利

・
に
分
か
れ
、
新
宮
神
社
は
沖(

今
の

下
沖

・
上
沖

・
湯
戸)

と
笹
利
組
一
四
五
戸
の
氏
神
で
、
九
月
二
十
九
日
が

祭
り
日
で
あ
る
。

　

和
田
の
穴
ヶ
迫
に
は
、 

も
と
石
内
村
の
村
社
貴
船
神
社
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

和
田
部
落
の
北
の
石
内
川
に
近
い
小
丘
上
で
、 

跡
地
に
は
、 

い
ま
町
内
放
送
の

拡
声
器
が
あ
る
。
今
の
和
田
は
、
旧
口
和
田
村
の
一
部
で
、
上
和
田
と
呼
ば

れ
、
明
治
の
初
期
に
石
内
村
に
編
入
さ
れ
た
。　

 

貴
船
神
社
は
明
治
四
一
年

(

一
九
〇
八)

臼
山
八
幡
神
社
に
合
わ
せ
祭
ら
れ
る
ま
で
上
和
田
の
氏
神
社
で

あ
っ
た
。
境
内
は
七
二
坪(

二
八
三
㎡)

、
本
殿

・
幣
殿

・
拝
殿
が
あ
っ
た
。

祭
り
神
は
闇
霰
神
で
谷
水
の
か
み
で
あ
る
。
貴
船
神
社
は
太
古
こ
こ
に
貴
人
が

船
で
着
き
祭
っ
た
と
伝
わ
る
が
、
こ
れ
は
古
く
こ
の
辺
り
ま
で
海
で
、
流
着
し

た
権
力
者
と
一
族
が
水
の
神
を
祭
り
、 

イ
ネ
作
り
を
始
め
た
こ
と
を
物
語
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
の
み
こ
と

く
ら
お
か
み
の
か
み
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●
　【
臼
山
八
幡
神
社
】

　
臼
山
八
幡
神
社
は
今
か
ら
一
二
〇
〇
年
前
石
道
村
が
で
き
た
頃
、
延
暦
二

年(

七
八
三)
豊
前
国(

大
分
県)

の
宇
佐
八
幡
の
祭
り
神
、
仲
哀
・
応
神

天
皇
・
神
功
皇
后
の
み
た
ま
を
分
け
も
ら
っ
て
祭
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

初
め
は
小
社
で
あ
っ
た
が
、
村
民
の
尊
敬
と
祭
り
神
が
武
神
で
あ
る
た
め
、

そ
の
後
石
道
村
に
起
こ
っ
た
兵
乱
の
際
の
将
兵
の
信
仰
に
依
り
、
次
第
に
立

派
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
四
〇
〇
年
後
、
寿
永
四
年(

一
一
八
四)

の
源
平
合
戦
の
時
、
源
範
頼
軍

が
陸
路
壇
ノ
浦
に
「
か
げ
と
も
の
道
」
を
下
っ
た
際
、
源
氏
方
の
佐
々
木
左

衛
門
国
正
が
水
晶
ヶ
城
に
據
っ
て
、
い
ま
平
岩
部
落
に
残
る
今
市
城
・
串
山

城
の
平
家
方
と
闘
っ
た
時
、
こ
の
八
幡
神
社
を
信
仰
し
、
霊
験
が
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
戦
国
時
代
、 

周
防
の
大
内
氏
と
銀
山
城(

広
島
市
安
古
市
町)
の
武
田
氏

が
争
っ
た
頃
、 

大
内
方
の
麻
生
右
衛
門
が
天
文
一
〇
年(

一
五
四
一)

水
晶
ヶ

城
の
城
主
に
な
り
、
臼
山
八
幡
を
信
仰
し
て
、
朝
夕
礼
拝
し
、
開
運
し
た
の

で
、
社
殿
を
造
営
し
寄
進
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
臼
山
神
社
と
言
う
社
名
は
、
社
の
後
ろ
に
あ
る
臼
山
に
由
っ
て
い
る
。

こ
の
臼
山
は
水
晶
ヶ
城
の
東
翼
の
城
の
一
部
と
し
て
構
築
さ
れ
、 

そ
の
山
頂

が
、
今
で
も
石
内
農
協
支
所
の
前
あ
た
り
か
ら
、 

よ
く
見
え
る
よ
う
に
、
上

下
二
段
に
削
ら
れ
臼
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
臼
山
神
社
の
社
名
は

水
晶
ヶ
城
が
石
道
本
城
と
し
て
近
郷
稀
な
大
き
な
山
城
と
し
て
完
成
さ
れ
た

戦
国
時
代
以
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
天
文
二
二
年(

一
五
五
三)

毛
利
元
就
と
陶
晴
賢
の
厳
島
合
戦
に
際
し
、 

 

倉
重
・
河
内
・
石
道
村
に
陣
を
張
っ
た
陶
軍
に
向
か
っ
て
、
石
道
村
に
入
っ
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た
毛
利
軍
は
、
先
ず
臼
山
神
社
に
戦
勝
を
祈
願
し
て
、 

御
興
、
幕
、
釣
燈
等

を
寄
進
し
た
。
そ
の
後
、 

元
就
の
孫
の
輝
元
も
当
八
幡
を
信
仰
し
、
天
文
九

年(

一
五
八
一)

、
文
禄
二
年(

一
五
九
三)

と
二
度
に
わ
た
り
社
領
を
寄
付

し
た
と
言
う
。

　
徳
川
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、 

文
政
年
間(

一
八
一
八
〜
一
八
三
〇)

石
内

村
の
領
主
だ
っ
た
浅
野
孫
左
衛
門
が
長
柄
・
馬
具
・
鉢
燈
・
ま
た
社
殿
の
修

理
に
材
木
等
の
寄
進
を
し
た
。
社
殿
の
再
建
は
寛
文
三
年(

一
六
六
三)

　

庄
屋
白
井
清
右
衛
門
、 

文
化
一
一
年(

一
八
一
四)

庄
屋
五
作
、    

七
郎
右
衛

門
に
依
る
記
録
が
棟
札
等
に
残
っ
て
い
る
。

　
明
治
四
一
年(

一
九
〇
八)

五
月
一
二
日
そ
れ
ま
で
石
内
村
内
の
各
地
に

あ
っ
た
神
社
が
臼
山
八
幡
に
合
わ
せ
祭
ら
れ
た
。
臼
山
八
幡
と
、
沖
組
の

丸
山
に
あ
っ
た
新
宮
神
社
、
和
田
の
穴
ヶ
迫
の
貴
船
神
社
、
湯
戸
の
平
原
の

松
丸
神
社
の
四
つ
の
村
社
と
、
臼
山
神
社
の
摂
社
で
あ
っ
た
有
井
神
社
の

祭
神
は
、    

い
ま
臼
山
神
社
の
正
殿
に
祭
ら
れ
て
い
る
。    

村
内
各
地
に
あ
っ

た
他
の
二
九
社
の
祭
神
は
、
正
殿
が
狭
い
た
め
、
そ
の
西
側
に
別
に
建
て
ら

れ
た
相
殿
に
、
そ
れ
ぞ
れ
神
体
を
区
分
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
五

年(

一
九
四
〇)

に
は
、
い
わ
ゆ
る
紀
元
二
六
〇
〇
年
の
記
念
事
業
と
し
て

境
内
が
拡
張
さ
れ
、
本
殿
・
舞
殿
・
の
移
転
、 

幣
殿
の
改
築
な
ど
が
な
さ
れ
、

現
在
み
ら
れ
る
荘
厳
な
氏
神
社
と
な
っ
た
。



お
お
か
み
さ
こ

お
お
ぎ
さ
こ

く
る
わ

　
　

●　
【
高
城
跡
】

　

水
晶
ヶ
城
か
ら
水
路
跡
の
道
を 　

１
㎞
行
き
、
左(

北)

折
し
て

坂
道
を
約
一

・
三
㎞
登
る
と
高
城
跡
が
あ
る
。
こ
こ
は
下
講

・

中
講
の
谷
と
笹
利
谷
と
の
間
の
尾
根
の
中
の
最
高
地
点
で
、 

今
そ
こ
に
は

高
圧
線
の
高
い
鉄
塔
が
立
ち
、 
湯
戸
方
面
か
ら
よ
く
わ
か
る
。
高
城
の
本
丸

は
平
坦
で
約
一
〇
〇
㎡
、
今
標
高
二
九
四･

八
ｍ
の
三
角
点
の
標
識
の
杭
が
あ
る
。

　

本
丸
の
西
と
南
面
は
急
傾
斜
、 

東
と
北
面
は
、
段
落
ち
で
、 

そ
の
下
は
平
坦

で
あ
る
。　

高
城
は
何
時
頃
の
城
か
、
城
主
の
き
ろ
く
も
無
い
。

併
し
、
こ
の
城
の
北
の
高
山
に
「
源
氏
大
休
の
段
」
と
言
う
遺
跡
が
あ
り
、

 　

 

こ
れ
と
水
晶
ヶ
城
を
結
ぶ
道
の
中
間
に
高
城
は
あ
る
。
ま
た
高
城
か
ら

中
講
に
下
っ
た
狼
迫
に
源
範
頼
を
祭
っ
た
範
頼
神
社
も
あ
っ
た
の
で
、

源
氏
と
関
係
の
あ
っ
た
城
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

バ
ス
停
上
「
平
岩
」
の
北
、
扇
迫
の
谷
か
ら
流
れ
出
る
小
川
を
挟
ん
で
、

東
に
串
山
、
西
に
今
市
城
跡
が
あ
る
。
両
城
は
今
か
ら
約
八
〇
〇
年
前
の

源
平
時
代
、
当
時
厳
島
神
社
の
神
領
で
平
家
の
勢
力
の
強
か
っ
た
佐
西
郡

(

現

・
佐
伯
郡)

の
東
端
の
守
り
と
し
て
、 

古
山
陽
道(

か
げ
と
も
の
道)

の

通
路
の
扇
迫
谷
と
、
そ
の
頃
開
通
し
た
半
坂
原
田

・
平
岩
道
の
間
に
造
ら
れ

た
平
家
の
城
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
源
氏
方
は
、
約
一

・
五
㎞
西
の
水
晶

ヶ
城
に
よ
っ
て
、
両
城
の
平
家
方
と
戦
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

今
市

・
串
山
両
城
の
う
ち
、  

西
に
あ
る
今
市
城
の
方
が
、
山
は
低
い
け
れ

ど
も
本
城
で
、 

い
ろ
い
ろ
な
郭(

し
ろ
の
構
築)

が
整
い
、
そ
れ
ら
が
今
も
か

な
り
保
存
さ
れ
て
い
て
、
古
城
の
姿
を
知
る
に
よ
い
城
跡
で
あ
る
。

　
　

●　
【
今
市

・
串
山
城
跡
】

　

 

今
市
城
は
東
と
西
側
が
断
崖
で
小
川
に
臨
み
、
南
北
に
長
い
城
で
あ
る
。

中
心
の
本
丸
は
標
高
八
八
ｍ
の
山
頂
で
約
一
〇
〇
㎡
の
平
坦
地
、 

こ
れ
を
落
差

一
ｍ
で
二
の
丸
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
南
側
の
二
の
丸
は
約
七
〇
〇
㎡
、
末
端

は
約
七
ｍ
の
崖
、
下
は
三
の
丸
で
今
は
墓
地
で
あ
る
。  　

北
側
の
二
の
丸
は
約

三
五
〇
㎡
、
そ
の
後
ろ(

北)

に
二
本
の
空
堀
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
の
丸
に

近
い
方
は
、
深
さ
が
約
五
ｍ
・
幅
約
三
ｍ
、 

こ
れ
よ
り
約
一
五
ｍ
北
の
空
堀
は
、

深
さ
約
三
ｍ
幅
約
四
ｍ
で
あ
る
。   

空
堀
の
北
に
広
い
平
坦
地
が
あ
り
、 

北
端
は

古
山
陽
道
に
崖
で
接
し
て
い
る
。 

　

串
山
城
は
谷
を
隔
て
、 

今
市
城
の
北
東
二
五
〇
ｍ
に
あ
る
。 

標
高
一
三
四
ｍ
の

山
頂
は
、
約
三
〇
〇
㎡
の
平
坦
地
で
、
そ
の
北
東
に
頂
上
か
ら
約
一
〇
ｍ
の
深

さ
の
空
堀
が
あ
る
。

◆
◆
　
石
内
の
山
城
跡
　
◆
◆
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石内の城跡

今市場 略図

北

北

古
代
山
陽
道　(

か
げ
と
も
の
道)

三
の
丸

二
の
丸

空堀
空堀

本丸・
・

五日市 ・原田線

△

(

神
原)

(

笹
利)

(

湯
戸)

(

下
沖)

(

上
沖)

(

下
講)

(

原
田)

(

半
坂)

(

平
岩)

(

五
月
ヶ
丘)

(

中
講)

釈
迦
岳
城

京
良
木
城

今
市
城

串
山
城

有
井
城

水
晶
城徳

見
城

高
城

西
ヶ
城

狐
城

向
山

至 

奥
畑

至 

河
内

至 

河
内

至 

八
幡

至 

伴

至 

己
斐

至 

古
田

石
内

川



　
　

●　
【
源
氏
大
休
の
段
】

　

石
内
村
国
郡
誌
下
調
書
出
帳
と
言
う
村
の
事
柄
を
浅
野
藩
に
報
告
し
た
古
文

書
に
、
村
の
名
勝
の
高
山(

向
山)

に
、
固
め
が
岳

・
手
打
が
滝

・
大
休
の
段
、

が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。　

固
メ
が
岳
は
高
山
の
八
合
目
か
ら
中
腹
に
連
な

る
自
然
の
岩
組
で
、
今
も
村
内
の
各
地
か
ら
よ
く
見
え
る
。
そ
の
西
側
の
谷

が
笹
利
川
の
源
で
、
こ
れ
に
手
打
が
滝
が
か
か
る
が
、
そ
の
由
来
は
分
か
ら

な
い
。 

神
原
か
ら
高
山
の
頂
上
に
登
山
道
が
、 

固
メ
が
滝
の
下
を
斜
上
し
て

「
入
」
字
形
に
合
わ
さ
る
所
に
、 
今
も
「
大
休
」
と
呼
ぶ
平
坦
地
が
あ
る
。 

こ

こ
が
源
氏
大
休
の
段
か
と
さ
れ
て
い
る
。 
そ
こ
は
源
平
合
戦
の
昔
、
源
範
頼

が
平
家
を
追
っ
て
西
国
に
下
向
の
途
路
、
数
日
陣
を
敷
き
、
お
休
み
に
な
っ

た
所
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
　
吾
妻
鏡
に
範
頼
は
元
暦
元
年(

一
一
八
四)

旧
歴
八
月
六
日
に
鎌
倉
を
立
、
九
月
十
二
日
安
芸
国
に
入
り
十
一
月
十
四
日

周
防
に
去
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
石
内
で
は
冬
の
寒
い
幾
日
か
を
過
ご
し
た
こ

と
に
な
る
。
範
頼
は
大
休
の
段
に
入
る
に
、
平
家
方
の
今
市
・
串
山
城
の
あ

る
「
か
げ
と
も
の
道
」
の
半
坂
越
を
避
け
、
直
接
伴
村
の
三
城
田
あ
た
り
か

ら
奥
畑
に
入
り
、
栗
木
峠
か
ら
神
原
に
越
す
近
道
に
依
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
大
休
に
入
れ
ば
眼
下
の
高
城
を
経
て
尾
根
続
き
に
源
氏
方
の
水
晶
ヶ

城
と
も
連
絡
が
つ
く
。
　
大
休
の
段
は
眺
望
よ
く
、
宮
島
や
、
遠
く
周
防
の

島
山
を
望
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
休
に
滞
在
中
に
は
範
頼
神
社
や
範
頼
の

地
名
を
今
に
残
す
中
講
の
人
と
も
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

●　
【
有
井
城
跡
】

　
　

●　
【
釈
迦
が
岳
城
跡
】

急
斜
面
の
上
が
本
丸
で
あ
り
、
平
坦
で
約
一
〇
〇
㎡
あ
る
。 

な
お
城
と
臼
山

神
社
の
社
殿

・
鳥
居

・
石
段
が
一
直
線
上
に
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。 

元
弘
二
年

(

一
三
三
二)

後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
尊
長
親
王
が
土
佐
に
移
さ
れ
た
際
に
、
有

井
川
村(

現

・
高
知
県
幡
多
郡
大
形
町)

の
有
井
三
郎
左
衛
門
が
親
王
を
守
っ

た
功
に
よ
り
安
芸
国
に
領
地
を
賜
り
、 

一
族
の
者
が
石
内
に
築
城
し
た
と
言
わ

れ
る
。
後
こ
の
城
は
山
県
備
前
の
居
城
と
な
っ
た
。

　

五
月
が
丘
中
学
校
裏
の
谷
を
登
る
と
、
山
頂
近
く
の
高
さ
二
〇
数
ｍ
の
岸
壁

に
大
き
な
足
跡
状
の
く
ぼ
み
が
見
え
る
。
里
人
こ
れ
を
釈
迦
の
足
跡
と
言
い
伝

え
、
こ
の
谷
を
釈
迦
が
谷
、 

山
を
釈
迦
が
岳
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
山
の
頂
上

を
中
心
に
、
釈
迦
が
岳
城
と
言
わ
れ
た
戦
国
時
代
の
山
城
が
あ
っ
た
。 

し
か
し
、

今
は
こ
こ
に
広
島
統
制
無
線
中
継
所
が
で
き
て
、 

昔
の
城
の
郭(

構
築)

は
殆

ど
残
っ
て
い
な
い
。
城
の
本
丸
は
、 

今
中
継
所
の
あ
る
山
の
最
高
地
点
で
、
旧

三
角
点(

四
一
九
ｍ )

の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。 

又
中
継
所
の
西
の
外
郭
の
り
高
い

石
垣
の
所
に
、
古
い
城
の
空
堀(

馬
落
と
し)

が
あ
っ
た
。
現
在
三
角
点
は
約

一
〇
〇
ｍ
北
の
尾
根
続
き
の
地
点
に
移
さ
れ
、
標
高
四
一
三
ｍ
の
新
し
い
標
識

に
代
わ
っ
て
い
る
。 

釈
迦
が
岳
城
跡
の
あ
る
山
頂
は
己
斐
町
と
旧
石
内
村
の
堺
、

ま
た
城
跡
か
ら
北
西
に
向
か
う
尾
根
が
旧
佐
西
郡
と
佐
東
郡
と
の
境
界
で
あ
る
。

石
内
村
の
古
文
書(

石
内
村
国
郡
誌
下
調
書
出
帖
及
び
芸
藩
通
誌)

に
依
れ
ば
、

戦
国
時
代
の
天
文
一
〇
年(

一
五
四
一)

銀
山
城
の
武
田
氏
が
毛
利
元
就
に
滅

ぼ
さ
れ
た
際
釈
迦
が
岳
城
に
毛
利
に
味
方
す
る
大
内
義
隆
の
家
臣
遠
藤
美
作

守
が
在
城
し
た
と
あ
る
。 

併
し
己
斐
村
書
出
帖
で
は
、 

こ
の
城
を
建
岩(

立
岩)

城
と
呼
び
城
主
不
明
と
し
て
い
る
。
戦
国
時
代
己
斐
豊
後
守
直
之
の
平
原
城

の
あ
っ
た
己
斐
町
の
茶
臼
山(

二
〇
一
ｍ)

を
近
頃
子
茶
臼
と
呼
び
、
釈
迦
が
岳

城
跡
の
あ
る
山
を
大
茶
臼
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。

み
ま
さ
か
の
か
み

か
ら
ぼ
り

た
か
な
が

こ
く
ぐ
ん
し
し
た
し
ら
べ
か
き
だ
し
ち
ょ
う
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有
井
部
落
の
東
端
で
臼
山
八
幡
の
正
面
の
小
山
が
有
井
城
跡
で
あ
る
。
後
ろ

の
山
の
尾
根
を
切
り
独
立
し
た
小
丘
で
、
い
ま
掘
取
部
を
尾
首
と
呼
ぶ
。 

城
は

二
段
に
分
か
れ
、
下
段
の
臼
山
八
幡
側
は
高
さ
約
七
ｍ
の
崖
の
上
に
あ
っ
て
、

尾
首
と
共
に
城
を
取
り
巻
く
平
地
で
館
跡
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
約
一
〇
ｍ
の

か
た
め

だ
け



　
　

●　
【
京
良
城
跡
】

　

己
斐
峠
の
南
西
側
に
あ
る
の
が
京
良
木
山
で
、 

山
頂
に
京
良
木
城
跡
が
あ
る
。

こ
の
城
は
戦
国
時
代
の
天
文
年
間(

一
五
三
二
～
五
四)

の
初
頭
、 

大
内
氏
と

武
田
氏
が
争
っ
た
頃
、 

大
内
氏
の
家
臣
飯
田
式
部
越
中
守
が
居
た
。 

更
に
そ
の

後
、
こ
の
城
を
厳
島
合
戦
に
毛
利
元
就
が
海
上
の
見
張
り
に
使
っ
た
と
云
う
。

山
頂
の
城
の
本
丸
は
約
一
〇
〇
㎡
の
平
坦
地
で
、 

そ
こ
に
は
、
い
ま
標
高
三
三

九

・
六
ｍ
の
三
角
点
の
標
識
が
あ
る
。
本
丸
の
周
辺
か
ら
高
さ
約
一
〇
ｍ
の
急

斜
面
を
下
る
と
、 

四
～
五
ｍ
幅
の
平
坦
地
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
こ
の
城
跡
と

己
斐
峠
の
頂
上
を
結
ぶ
稜
線
が
旧
己
斐
村
と
石
内
村
の
堺
だ
が
、
両
村
で
城

な
ど
の
呼
び
名
が
違
い
、 

己
斐
村
で
は
こ
の
城
を
柚
ノ
木
城
、
山
を
柚
ノ
木
城

山
と
云
う
。

　
　

●　
【
狐
が
城
跡
】

　
　

●　
【
西
が
城
跡
】

　
　

●　
【
長
尾
城
跡
と
古
墳
時
代
住
居
跡
】

　

有
井
部
落
の
後
ろ
の
山
の
最
高
地
点
が
狐
が
城
跡
で
あ
る
。
こ
の
城
跡
は
下

中

・
下
沖

・
湯
戸
等
か
ら
屋
根
形
に
見
え
る
。   

城
跡
は
有
井
部
落
か
ら
滝
の

観
音
の
そ
ば
を
通
っ
て
、 

広
島
市
の
山
田
に
越
す
峠
の
頂
上
を
結
ぶ
山
の
稜
線

の
、
ほ
ぼ
中
程
に
に
あ
る
。
こ
の
稜
線
が
石
内
村
と
旧
山
田
村
の
村
堺
で
あ
っ

た
。 　

城
は
山
頂
の
土
を
掘
り
崩
し
て
、
独
立
の
小
山
と
し
た
も
の
で
、 

高
さ

約
七
ｍ
の
急
斜
面
上
に
平
坦
な
本
丸
が
あ
る
。 

本
丸
の
面
積
は
約
七
〇
㎡
。 

そ

こ
に
は
、 

今
標
高
二
二
六

・
一
ｍ
の
三
角
点
の
標
識
が
あ
る
。
こ
の
城
は
戦
国

時
代
の
天
文
年
間(

一
五
三
二
～
五
四)

防
長
の
大
内
氏
と
山
本
村
の
銀
山
城

の
武
田
氏
が
石
内
村
で
争
っ
た
頃
、 

大
内
の
家
臣
の
児
玉
内
蔵
大
夫
が
在
城
し

た
。 

そ
の
後
、 

毛
利
元
就
が
厳
島
で
陶
晴
賢
と
戦
っ
た
際
、 

こ
の
城
を
海
上
警

固
に
使
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
城
跡
か
ら
は
展
望
が
よ
く
、
五
日
市
平

野
は
も
ち
ろ
ん
廿
日
市
の
桜
尾
を
始
め
と
す
る
七
尾
の
諸
城
跡
、 

そ
れ
に
厳
島

な
ど
も
良
く
見
渡
せ
る
。

　

西
が
城
跡
は
半
坂
部
落
の
後(

北
西)

野
山
の
頂
に
あ
る
。
従
っ
て
、
釈
迦

が
岳
城
跡
と
は
五
月
が
丘
、
半
坂
部
落
を
挟
ん
で
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
今
に

残
る
城
の
遺
構
は
、 

山
頂
の
土
を
掘
り
崩
し
て
作
っ
た
小
山
状
の
土
塁
が
あ
る
。

こ
の
土
塁
は
約
五
ｍ
の
高
さ
の
急
斜
面
の
上
に
、
約
五
〇
㎡
の
平
坦
面
が
あ
る
。

土
塁
の
あ
る
山
頂
は
、
同
じ
高
さ
の
狭
い
稜
線
が
続
い
て
い
る
の
が
、
土
塁
の

南
約
三
〇
〇
ｍ
の
所
で
急
に
低
く
な
っ
て
続
い
て
い
る
。
こ
の
山
稜
の
末
端
部
に

今
三
角
点
が
あ
っ
て
、
標
高
三
〇
一

・
八
ｍ
の
標
識
が
あ
る
。
逆
に
土
塁
か
ら

北
北
西
に
延
び
る
山
稜
は
約
二
㎞
で
神
原
の
栗
木
峠
に
達
す
る
。 

こ
の
山
稜
が

が
゜
旧
佐
東
郡(

安
佐
郡)

と
佐
西
郡(

佐
伯
郡)

と
の
境
界
で
あ
る
。 

こ
の
山

稜
か
ら
は
、
旧
武
田
氏
の
所
領
の
伴

・
安
村
そ
れ
に
銀
山
城
も
一
望
で
き
る
。

こ
の
城
に
は
戦
国
時
代
の
天
文
年
間
、
武
田
氏
と
対
立
し
た
大
内
氏
の
家
臣
の

新
里
式
部
が
在
城
し
た
。
こ
の
人
は
坪
井(

旧
観
音
村)

の
住
人
で
坪
井
将
監

と
言
い
、
大
力
で
今
に
将
監
の
力
石
と
言
わ
れ
る
も
の
が
坪
井
に
残
っ
て
い
る
。

　

長
尾
城
跡
は
上
沖
の
新
宮
山
の
北
約
三
〇
〇
ｍ
の
丘
で
、
頂
上
の
本
丸
は
約

五
〇
〇
㎡
の
平
坦
地
、
そ
の
東

・
南

・
西
の
三
方
は
急
傾
斜
で
、
南
端
に
標

高
八
八
ｍ
の
三
角
点
の
標
識
が
あ
る
。 

本
丸
か
ら
北
西
と
北
東
に
伸
び
る
尾
根

上
の
数
カ
所
の 

平
坦
地
は
郭
跡
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
城
に
は
戦
国
時
代
、  

武

田
氏
の
家
臣
長
尾
氏
が 

所
居
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。   

近
く
こ
の
城
跡
が
山

陽
自
動
車
道
と
し
壊
さ
れ
る
の
で
事
前
に
広
島
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

が
発
掘
調
査
、 

郭
跡
等
の
地
下
か
ら
約
一
七
〇
〇
年
前
の  

弥
生
時
代
や
約
一

五
〇
〇
年
前
の 

古
墳
時
代
の
土
器
を
発
掘
し
た
。
特
に
尾
根
の
北
東
端
の
笹

利
川
に
の
ぞ
む
崖
上
の
郭
跡
か
ら
古
墳
時
代
の
竪
穴
式
住
居
跡(

家
の
跡)

が

見
つ
か
っ
た
。
住
居
は
一
辺
約
六
ｍ
四
方
形
で
あ
る
。
こ
の
様
な
立
派
な
古
墳

時
代
の
住
居
跡
は
五
日
市
で
は
初
め
て
で
あ
る
。
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●　
【
徳
美
城
跡
】

　

湯
戸
部
落
の
後(

北
西)

山
の
頂
上
に
徳
美
城
が
あ
っ
た
。
こ
の
山
頂
は
旧
石

内

・
八
幡

・
河
内
三
村
の
境
界
だ
が
、 

本
丸
は
山
頂(

一
六
〇
ｍ)

の
石
内
分
に

あ
り
、
南
北
に
長
い
平
坦
地
で
、 

約
一
五
〇
㎡
あ
っ
た
。 

本
丸
か
ら
南
東
に
延

び
る
尾
根
が
旧
石
内
村
と
八
幡
村
の
堺
で
、 

更
に
こ
れ
か
ら
南
に
分
岐
し
た
尾

根
が
三
和
中
学
校
裏
に
達
し
、 

本
丸
か
ら
北
に
向
か
う
尾
根
が
旧
石
内
と
河
内

の
村
堺
で
、
三
の
峠
に
至
っ
て
い
る
。
本
丸
の
南
東
の
湯
戸
部
落
側
は
急
傾
斜

の
谷
で
、
麓
に
徳
美
山
浄
徳
寺
観
音
が
あ
る
。

　

ま
た
三
和
中
学
校
裏
に
延
び
る
尾
根
の
西
側
面
も
急
傾
斜
で
、
こ
の
谷
に
面

し
た
本
丸
の
裏
に
は
城
の
石
組
み
が
今
も
残
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
城
は
石
内

谷
と
河
内
谷
が
合
流
し
、
五
日
市
平
野
を
一
望
に
眺
め
る
重
要
な
位
置
に
あ

っ
た
。
こ
の
城
の
城
主
及
び
時
代
は
不
詳
だ
が
、 
城
の
本
丸
か
ら
南
に
延
び
る

尾
根
の
末
端
近
く
、
三
和
中
学
の
裏
に
あ
る 

宮
尾
城
と
関
係
あ
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
宮
尾
城
は
源
平
合
戦
の
時
、 

源
範
頼
に
味
方
し
、 

後
平
家
を

打
つ
た
め
西
国
に
下
っ
た
利
松
孫
右
衛
門
の
居
城
で
あ
っ
た
。

◆
◆　

神
社
跡　

◆
◆

　
　

●　
【
黄
幡
社
】

　
　

●　
【
毛
利
神
社
】

　
　

●　
【
諏
訪
神
社
】

　
　

●　
【
鎌
田
神
社
】

　
　

●　
【
加
茂
神
社
】

　

古
く
か
ら
石
内
村
内
の
各
地
に
あ
っ
た
多
く
の
神
社
は
、
明
治
四
一
年
す
べ

て
臼
山
八
幡
神
社
に
合
わ
せ
祭
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
臼
山
神
社
上
沖
の

新
宮
神
社
に
つ
い
は
既
に
書
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
以
外
の
神
社
に
つ
い
て
記
す
。

　

半
坂

・
堂
前

・
渡
谷
宅
の
西
隣
、
社
殿
跡
や
参
道
の
敷
石
な
ど
、
今
も
残

っ
て
い
る
。
祭
神
は
大
巳
貴
命
で
あ
っ
た
。

　

原
田

・
青
原

・
社
の
境
内
の
一
部
が
、
い
ま
原
田
集
会
所
に
な
っ
て
お
り
、

石
灯
篭
が
一
基
残
る
。 

素
戔
嗚
命

・
仲
津
彦
命

・
沖
津
姫
命
を
祭
っ
て
い
た
。

　

平
岩

・
串
山

・
串
山
城
跡
の
麓
で
福
田
宅
の
西
隣
、
の
四
方
の
大
石
が
残
っ

て
い
る
。
毛
利
某
な
る
武
人
を
祭
っ
た
と
言
う
。

　

平
岩

・
諏
訪
迫

・
平
岩
部
落
東
側
の
山
麓
の
谷
。
祭
神
は

大
日
留
賣
命

・
倉
頭
氏
の
持
社
。

　

平
岩

・
諏
訪
迫
、
祭
神
は
武
甕
追
之
命
。
梶
田
屋
の
持
社
。

　

平
岩

・
諏
訪
迫
、
祭
神
は
不
詳

1、2、3、4、5、6、

黄　

 

幡   

社

加 
茂 

幡 

社

鎌 

田 

幡 

社

荒　

 

幡   

社

毛 

利 

幡 

社

諏 

訪 

幡 

社
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ん

す
さ
の
お
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わ

く
ら
し
と
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た
け
み
か
づ
き

　
　

●　
【
荒
神
社
】

こ
お
じ
ん

石内の神社跡 (その他 )

北

五
月
ヶ
丘

至 

伴

至 

古
田

至 

己
斐

至 

神
原

石
内
小文

●
●

●●

●

●

1

2

3

4

5

6



　
●
　【
宮
の
口
神
社
】

　
●
　【
迫
の
谷
神
社
】

　
●
　【
大
歳
神
社
】

　
●
　【
胡
神
社
　
上
社
】

　
●
　【
若
宮
神
社
】

　
●
　【
範
頼
神
社
】

　
●
　【
藤
森
神
社
】

　
●
　【
中
野
持
社
】

　
●
　【
恵
比
寿
神
社
】

　
●
　【
有
井
神
社
】

　
●
　【
八
津
面
神
社
】

　
●
　【
金
毘
羅
神
社
】

　
●
　【
的
石
神
社
】

　
●
　【
大
下
持
社
】

　
●
　【
荒
神
社
】

　
●
　【
中
島
両
家
持
社
】

　
●
　【
歳
森
神
社
】

　

神
原

・
市
井
原

・
神
原
部
落
の
中
央
に
あ
る
集
会
所
か

ら
北
約
五
〇
ｍ
、
栗
木
峠
に
向
か
う
道
近
く
に
あ
っ
た
。

い
ま
跡
は
耕
地
に
な
っ
て
い
る
。
事
代
主
命
を
祭
っ
て
い
る
。

　

中
講

・
狼
迫

・
向
山
東
側
山
麓
の
深
谷
の
川
に
神
原
川

が
合
流
す
る
処
に
っ
た
。
祭
神
は
源
範
頼
。

　

中
講

・
大
迫

・
倉
本
宅
の
北
隣
で
、
大
地
主
之
命
を

祭
っ
た
。
蔵
力
氏
の
持
社
で
あ
っ
た
。

　

中
講

・
詰
迫
、
中
講
集
会
所

東
約 　

の
山
麓
に
あ
っ
た
。

   

●　
【
下　

 

社
】                 

　

下
講

・
森
ヶ
原

・
下
講
集
会
所
の
南
東
約　

 

神
社
道
沿
山
麓

に
あ
っ
た
。
祭
神
は
上
下
社
共
に
大
国
主
之
神

・
少
名
彦
之
神
。

　

上
中

・
中
郷 

石
内
小
学
校
の
裏(

西)

の
山
麓
の
谷
間
。

「
か
げ
と
も
の
道
」
に
沿
っ
て
あ
っ
た
。
大
歳
神
を
祭
っ
た
。

　

上
中

・
迫
谷 

浄
安
寺
薬
師
堂
の
西
の
谷
の
奥
に
あ
っ
た
。

祭
神
は
大
山
祇
之
命

・
磐
長
姫
命
。

　

上
中

・
的
場
、 

木
田
宅
の
南
東
の
丘
に
あ
つ
た
。  

こ
の

社
の
旧
所
在
地
に
付
い
て
古
文
書
に
は
、
そ
の
他
薬
師

・

中
郷
等
の
地
名
も
あ
る
が
、 

そ
の
正
確
な
位
置
は
不
明
で

あ
る
。
祭
神
は
保
食
命
と
雑
産
霊
神
と
で
あ
っ
た
。

　

上
中

・
柿
の
木
嶝
、
石
内
小
学
校
前
よ
り
原
田
の
日
和

に
越
す
船
山
峠
道
か
ら
、
右
に
分
か
れ
、
先
に
養
豚
場
の

あ
っ
た
笹
が
谷
に
越
す
山
道
が
あ
る
が
、
社
は
そ
の
道
の

側
に
あ
っ
た
。 

祭
神
は
道
祖
神
の
猿
田
彦
命

（
八
鸐
彦
命
）

で
あ
っ
た
。 

現
地
に
は
今
で
も
社
殿
が
残
っ
て
い
て
、 

里
人

に
よ
る
と
、 

臼
山
八
幡
に
合
祀
さ
れ
な
い
で
残
さ
れ
た
蛇
神

さ
ん
が
祭
っ
て
あ
る
と
言
う
。

現
在
、
湯
戸
の
石
内
下
墓
苑
の
最
奥
に
新
装
再
建
さ
れ
た
。

　

上
中

・
中
郷
、 

石
内
小
学
校
の
南
東
で
、 

佐
伯
宅
の
西

隣
に
あ
っ
た
。
大
歳
神
を
祭
っ
た
。

　

上
中

・
臼
山
、
浄
安
寺
薬
師
の
境
内
に
あ
っ
た
。

中
島
轟
氏
の
先
祖
の
持
社
、 

祭
神
は
須
盋
鳴
命
で
あ
っ
た
。

　

上
中

・
中
郷
、
大
下
二
努
氏
宅
内
の
北
側
に
あ
っ
た
。

経
津
主
之
命
を
祭
っ
た
。

　

上
中

・
臼
山
、
臼
山
八
幡
神
社
の
境
内
に
あ
っ
て
、

そ
の
末
社
で
あ
っ
た
。 

田
心
姫
命

・
滝
津
姫
命

・
市
杵

島
姫
命
を
祭
っ
た
。

　

上
中

・
臼
山
、
臼
山
八
幡
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た

末
社
で
、
祭
神
は
手
力
男
之
命
で
あ
っ
た
。

　

上
中

・
臼
山
、
臼
山
八
幡
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た

末
社
。
祭
神
は
大
田
命

・
稲
蒼
魂
命

・
大
宮
命
で
、

い
ま
、 

こ
れ
ら
三
神
を
祭
っ
た
社
殿
は
、 

臼
山
神
社
の

本
殿

・
別
殿
並
ん
で
、
西
端
に
あ
る
。

　

下
中

・
観
音
、
有
岡
宅
の
西
に
あ
っ
た
。 

古
く
奈
良

時
代
の
延
歴
元
年(

七
八
二)

石
道
村

（
石
内
村
の
旧

名
）
が
で
き
た
年
に
臼
山
八
幡
神
社
と
共
に
、
そ
の

摂
社
と
し
て
で
き
た
。
大
年
神
を
祭
っ
た
。

　
●
　【
稲
荷
神
社
】

　

下
中

・
観
音
、
有
井
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
。
祭

神
は
事
代
主
之
命

・
少
名
比
古
之
命

・
大
巳
貴
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

大
国
主
命)

。

　

下
中

・
晶
石
城
、
中
野
宅
の
西
の
谷
間
で
、 

下
中

集
会
所
の
下
を
水
晶
が
城
に
登
る
道
の
側
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

下
中

・
市
丸
、
水
晶
が
城
の
南
の
山
麓
に
あ
っ
た
。

金
山
彦
之
命
を
祭
っ
た
。
初
め
三
宅
持
社
、

後
谷
口
持
社
と
な
っ
た
。

20 m
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だ
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こ
と
し
ろ
ぬ
し

ふ
か
た
に

ぞ
お
り
き

つ
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さ
こ

す
く
な
ひ
こ

お
お
や
ま
ず
み

い
わ
な
が
ひ
め
の
み
こ
と

う
け
も
ち
の

か
き
の
き
と
う

や
つ
ま
た
ひ
こ

す
さ
の
お

し
ま
ひ
め
の

た
じ
か
ら
お
の

い
な
り

う
が
の
み
た
ま

え
び
す

こ
と
し
ろ
ぬ
し
の

す
く
な
ひ
こ
の

お
お
み
き
の

こ
ん
ぴ
ら

あ
ぐ
つ
ち
の

蚵
偶
突
智
之
命
を
祭
っ
た
。
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○

●

●

●
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●
　【
天
皇
神
社
】

　
●
　【
河
内
神
社
】

　
●
　【
荒
　
社
】

　
●
　【
幸
神
社
】

　
●
　【
稲
荷
神
社
】

　

下
沖

・
天
畑
、
新
宅
秀
夫
宅
の
裏

（
北
）
の
谷
の
奥
に
あ
っ
た
。
宇
多
天
皇

を
祭
っ
た
。

　

下
沖

・
前
城
原
、
中
山
宅
と
旧
山
根
宅
と
の
間
を
上
沖
に
越
す
峠
道
と
、 

水

晶
が
城
か
ら
迫
口
観
音
に
下
る
道
と
の
交
差
点
の
西
側
に
あ
っ
た
。
食
稲
魂
神

を
祭
っ
た
。

　

笹
利

・
北
迫
、
向
山
の
山
麓
を
笹
利
か
ら
神
原
に
越
す
道
と
水
晶
が
城
か
ら

尾
根
続
き
に
高
城
を
経
て
向
山
中
腹
の
源
氏
大
休
の
段
に
通
ず
る
道
と
が
交
差

す
る
点
の
西
側
に
あ
っ
た
。 

こ
こ
は
笹
利
谷
と
中
講
の
深
谷
と
の
分
水
嶺
に
当
た

る
。
以
前
は
老
松
が
三
本
そ
び
え
て
い
た
が
、
今
は
社
殿
の
台
石
の
み
が
残
る
。

そ
れ
は
一
八
〇
㎝

・
横
一
七
〇
㎝

・
高
さ
が
地
上
八
〇
㎝
で
、
石
の
表
面
に
は

社
殿
の
屋
根
の
雨
垂
れ
の
跡
と
思
わ
れ
る
く
ぼ
み
が
あ
る
。
沖
津
彦
命

・
沖
津

姫
命
を
祭
っ
た
。

　

笹
利

・
寺
川
、 

美
能
索
宅
の
前
に
あ
っ
た
。 

祭
神
は
軻
遇
突
智
命
で
、 
山
根

持
社
で
あ
っ
た
。

　

笹
利

・
迫
田
、
山
田
宅
の
西
二
〇
ｍ
、 

河
内
に
越
す
道
の
側
、
大
山
祇
之
命

お
お
や
ま
ず
み
の

か
ぐ
つ
ち

う
が
の
み
た
ま

さ
い
の
か
み
し
ゃ

ふ
か
た
に

　
●
　【
荒
神
社
】

　
●
　【
幸
神
社
】

　
●
　【
松
丸
神
社
】

　
●
　【
西
の
宮
神
社
】

　
●
　【
荒
神
社
】

　
●
　【
藤
本
神
社
】

　

下
沖

・
袖
ヶ
谷

・
新
宮
山
上
に
あ
っ
て
、　　
　

新
宮
神
社
の
末
社
。
新
宮
神
社
の
祭
神
は
、

伊
弉
諾

・
伊
弉
冊
命
の
第
一
子
で
あ
る
。
蛭
子
命
と
事
代
主
命
を
ま
つ
っ
た
。

　

上
沖

・
長
尾
、
長
屋
城
跡
の
南
の
山
麓
で
藤
本
正
宅
の
西
端
に
あ
っ
た
。
素
戔
嗚
命
を
祭

っ
た
。

　

上
沖

・
藤
ヶ
森
、
上
沖
か
ら
河
内
に
越
す
三
の
峠
の
旧
道
に
そ
い
、
山
本
宅
か
ら
北
西
に

約
五
〇
〇
ｍ
の
所
に
あ
っ
た
。
祭
神
は
田
心
比
売
命
で
あ
っ
た
。

　

湯
戸

・
百
石
、
平
崎
栄
宅
の
西
の
谷
。
素
戔
嗚
命
を
祭
っ
た
。

　

湯
戸

・
平
原
、
石
内
川
の
兼
丸
橋
の
東
約
一
〇
〇
ｍ
の
山
の
麓
に
あ
っ
た
。
古
く
湯
戸
地

区
内
に
あ
っ
た
旧
保
井
田
村
の
飛
地
の
松
丸

・
兼
丸
な
ど
の
小
字
の
住
民
の
氏
神
で
あ
っ
た
。

　

明
治
一
七
年
こ
れ
ら
の
飛
地
が
石
内
村
に
移
さ
れ
た
、
社
は
、
石
内
の
村
社
に
な
っ
た
。

素
戔
嗚
命

・
櫛
名
田
比
売
命

・
大
穴
牟
遅
命
を
祭
っ
た
。

　

和
田

・
穴
ヶ
迫
、
前
の
松
丸
神
社
の
南
、
約
三
〇
ｍ
、
先
に
述
べ
た
上
和
田
の
氏
神
社
の

貴
船
神
社
の
北
約
一
〇
〇
ｍ
に
あ
っ
た
。
祭
神
は
大
山
祇
之
命
で
あ
っ
た
。

ー 17 ー

そ
で

い
ざ
な
ぎ

い
ざ
な
み

ひ
る
の
こ
の

す
さ
の
お

た
お

く
し
な
だ
ひ
め

お
お
な
む
ち

お
お
や
ま
ず
み

卍

●●

●

●

●

至 

小
深
川

至 

野
登
呂

至 

源
氏
大
休
の
段

至 

神
原

高
城

水
晶
ヶ
城

笹
利

湯
戸

上
沖

下
沖

29

30

31

2728

迫口観音

新宮山△

至 

八
幡

北

天
皇
神
社

稲
荷
神
社

幸
神
社

荒
神
社

河
内
神
社

31　30　 29　28　 27

至 

三
の
峠

至 

笹
利

至 

下
中

至 

八
幡

湯
戸

和
田

石内川

●

●
●

●

● ●

●

●
34

35

36

3233

37
38

39

長
尾
城

上
沖

下沖

か
げ

と
も

の
道

兼
丸

百
石

新
宮
神
社

西
の
宮
神
社

荒
神
社

（
上
沖
）

藤
森
神
社

荒
神
社

（
湯
戸
）

松
丸
神
社

幸
神
社

木
船
神
社

35　34 　33　32

39　38 　37　36

北



　
●
　【
浄
土
寺
】

　
●
　【
金
剛
院
】

　
●
　【
古
保
理
神
社
】

　
●
　【
幸
神
社
】

　

文
政
二
年(

一
八
一
九)

の
石
内
村
国
郡
誌
調
帳
と
言
う
古
文
書
に
、
石
内
地
区
に
は
、

現
在
臼
山
神
社
に
合
わ
せ
祭
ら
れ
て
い
る
社
の
他
に
、
次
の
二
社
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
さ
れ

て
い
る
。

　

利
松

・
郡
、
か
っ
て
現

・
八
幡
地
区
に
は
郡
橋
付
近
を
中
心
に
多
く
の
石
内
村
の
飛
地
が

あ
っ
た
。
当
社
は
、
そ
こ
の
住
民
の
氏
神
社
で
、
正
覚
寺
の
山
門
前
に
道
を
隔
て
て
あ
っ
た
。

明
治
一
七
年
飛
地
と
共
に
八
幡
村
に
移
さ
れ
、
後
、
現
在
郡
橋
の
南
に
あ
る
八
幡
神
社
に

合
わ
せ
祭
ら
れ
た
。

　

当
社
は
八
王
子
大
明
神
と
も
呼
ば
れ
、
天
照
大
神
の
御
子
の
五
男
三
女
神
を
祭
っ
た
。

五
男
神
と
は
、
天
之
恩
穂
耳
命

・
天
之
恩
穂
日
命

・
天
津
日
子
根
命

・
活
津
彦
根
命

・

熊
野
久
須
彦
命

・
三
女
神
は
、
多
紀
理
毘
売
命

・
伊
都
岐
島
毘
売
命

・
多
紀
都
毘
売
命

で
あ
っ
た
。

　

 

原
田

・
幸
神
社
は
石
内
と
広
島
市
古
田
と
の
境
界
に
当
た
る
峠
の
頂
上
、 

旧
来
の
県
道

原
田
草
津
線
の
北
側
に
あ
っ
た
。
所
在
は
石
内
だ
が
、
古
く
か
ら
山
田
地
区
の
人
々
で
祭

ら
れ
て
い
る
。
最
近
旧
来
の
県
道
に
並
行
し
て
湯
来
広
島
線
が
開
通
す
る
た
め
、
社
殿
を

山
田
地
区
の
入
り
口
近
く
に
新
築
移
転
し
た
。(

昭
和
五
七
年
一
一
月
二
日)

。

祭
り
神
は
、
道
祖
神
の
猿
田
彦
命
で
あ
る
。

さ
い
の
か
み

こ　

お　

り

と
し
ま
つ

こ
お
り

や
は
た

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

あ
め
の
お
し
ほ
み
み
こ
と

あ
め
の
ほ
び

あ
ま
つ
ひ
こ
ね

い
く
つ
ひ
こ
ね
の

く
ま
の
く
す
ひ
こ

た
ぎ
り
ひ
め

い
つ
き
し
ま
ひ
め

た
き
つ
ひ
め

◆
◆　

石
内
の
仏
寺　

◆
◆

　

平
岩

・
教
場
、
石
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
。
寺
号
を
平
岩
山
浄
土
寺
と

言
い
、
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
境
内
に
は
本
堂

・
庫
裏

・
鐘
楼

・
教
室
が
あ
る
。
当
寺
は
古
く
は
真
言
宗
で
教
専
坊
と
言
っ

た
。
戦
国
時
代
の
天
文
年
間
、
、
水
晶
が
城
主
麻
生
左
衛
門
鎮
里
が
、
教

専
坊
を
菩
提
寺
と
し
、 

そ
の
末
子
於
兎
丸
が
出
家
し
て
住
職
と
な
り
、 

法
名

を
道
味
と
言
っ
た
。
道
味
は
天
文
二
二
年(

一
五
五
三)

真
宗
に
改
宗
し
、

京
都
に
上
り
、
本
願
寺
第
十
證
如
上
人
に
帰
依
し
、
本
尊
像
並
び
に
御
文

章
を
頂
い
て
帰
り
、
寺
号
を
平
岩
山
浄
土
寺
と
改
め
た
。　

　
　

原
田

・
大
師
、
原
田
の
西
側
山
の
中
腹
に
あ
る
。
大
日
山
金
剛
院
と
言

い
、
高
野
山
真
言
宗
で
、
大
日
如
来
を
本
尊
と
す
る
。
お
大
師
さ
ん
と
し

て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
境
内
に
は
本
堂

・
庫
裏

・
鐘
楼

・
護
摩
堂
が
あ
る
。

当
院
は
、
も
と
石
仏
山
遍
照
庵(

真
言
宗)

と
言
い
、　　

安
政
四
年(

一
八

五
七)

に
死
没
し
た
大
信
法
師
の
開
基
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
明
治
一
〇
年
に
、

厳
島
の
中
西
町
に
あ
っ
て
大
日
如
来
を
本
尊
と
し
た
金
剛
院
を
懇
請
し
て
当

地
に
移
し
、
大
日
山
金
剛
院
と
唱
す
る
に
到
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
厳
島
に

あ
っ
た
金
剛
院
は
約
一
一
三
〇
年
の
仁
寿
二
年(

八
五
二)

即
ち
平
安
時
代

の
初
期
に
厳
島
に
建
て
ら
れ
た
古
い
名
院
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

当
金
剛
院
は
、
現
在
新
広
島
八
十
八
ヶ
所
の
第
九
番
霊
場
と
な
っ
て
い
る
。
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さ
い
の
か
み

た
き
つ
ひ
め

き
ょ
う
じ
ょ
う

お
と
ま
る

し
ず
さ
と

草　

津　

沼

田
道

路

北

北

至 

河
内

至 

五
日
市

至 

中
地

至 

高
井

至 

石
内

郡
橋

山陽新幹線

○消防署

正
覚
寺

卍

西区 山田

●

●

●

40

41

42

●

43

西区　古田

至 草津

至 沼田

八

幡

川

古
保
理
神
社

八
幡
神
社

幸
神
社

（
旧
）

幸
神
社

（
新
）

43　42 　41　40

至 

城
山



　
●
　【
滝
の
観
音
】

　
●
　【
迫
口
観
音
】

　
●
　【
浄
徳
寺
観
音
】

　
●
　【
浄
安
寺
薬
師
堂
】

　
●
　【
西
法
寺
跡
】

　
●
　【
浄
安
寺
観
音
跡
】

　
●
　【
京
農
寺
跡
】

　

上
中

・
臼
山
、 
五
日
市
町
文
化
財
収
蔵
庫(

旧
石
内
公
民
館)

の
後
ろ
に
あ
る
お
堂

で
あ
る
。
昔
は
大
き
な
寺
で
あ
っ
た
の
か
山
号
も
寺
号
も
あ
っ
て
万
世
山
門
前
院
浄
安

寺
と
言
う
。
堂
の
前
に
は
古
い
都
の
奈
良

・
京
都
と
九
州
の
太
宰
府
を
結
ぶ
古
代

山
陽
道
「
か
げ
と
も
の
道
」
が
通
っ
て
お
り
、
長
旅
を
す
る
人
の
平
安
や
地
元
の
人
々

の
病
気
の
回
復
を
祈
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
尊
の
薬
師
如
来
の
座
像
に
つ
い
て
は
先
に
本
稿
の
「
浄
安
寺
薬
師
」
で
少
し
述
べ
た

が
専
門
家
の
鑑
定
で
は
制
作
年
代
も
古
く
平
安
後
期
と
さ
れ
慈
悲
に
に
満
ち
た
秀
作
で

あ
り
、
信
仰
の
の
う
え
か
ら
も
美
術
品
と
し
て
の
価
値
も
高
い
の
で
、
昨
年(

昭
和
五

十
七
年
八
月
三
十
日)

五
日
市
町
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
古
く
か
ら
上
中

地
区
の
人
々
が
大
切
に
守
護
さ
れ
た
お
か
げ
で
あ
る
。
ま
た
宝
暦
五
年(

一
七
五
五)

に
本
尊
の
修
理
を
行
っ
た
時
に
書
か
れ
た
木
札
が
体
内
か
ら
出
て
、
い
ま
上
中
町
内
会

で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
薬
師
堂
の
縁
起
な
ど
が
期
さ
れ
て
い
る
。
五
日
市
町

誌
下
巻
三
三
三
頁
に
全
文
が
載
せ
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

下
中

・
観
音
、 

有
井
池
の
そ
ば
か
ら
、 

広
島
市
の
山
田
に
越
す
峠
道
の
中
程
の
谷
間

に
あ
る
。
本
尊
は
観
世
音
菩
薩
で
、
下
中
地
区
の
人
々
で
護
持
さ
れ
、
参
拝
道
路
も

修
理
さ
れ
て
い
る
。   

本
堂
の
横(

南)

に
は
高
さ
約
八
ｍ
の
滝
が
か
か
り
は
、
周
辺
の

密
林
と
共
に
夏
で
も
涼
気
を
を
覚
え
る
。

　

湯
戸

・
井
戸
、
寺
号
を
徳
見
山
浄
徳
寺
と
言
い
湯
戸
地
区
の
西
の
谷
間
に
あ
り
。

本
尊
は
観
世
音
菩
薩
で
あ
る
。
保
井
田
村
下
調
帳(

文
政
二
年)

に
よ
る
と
、 

現
在

湯
戸
地
区
に
あ
る
小
字
の
井
戸

・
兼
丸
な
ど
は
当
時
、
保
井
田
村
の
飛
地
で
、 

そ
こ

の
住
民
は
松
丸
神
社
を
氏
神
と
し
、
当
観
音
も
護
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

で
当
寺
に
は
、
元
禄
年
間
に
保
井
田
村
の
庄
屋
高
木
氏
が
再
建
し
た
棟
札
が
残
っ
て

い
る
。
明
治
一
七
年
こ
れ
ら
の
飛
地
が
石
内
村
に
移
さ
れ
た
後
は
湯
戸
地
区
の
人
々

で
寺
は
護
ら
れ
て
い
る
。

　

下
沖

・
迫
口
、
坂
口
宅
の
西
の
丘
上
に
あ
る
。
観
世
音
菩
薩
を
祭
る
。

　

上
沖

・
西
法
寺
、 

上
沖
か
ら
藤
の
木

・
河
内
に
越
す
三
の
峠
道
に
近
く
、 

山
本
宅

の
西
約
一
〇
〇
ｍ
の
山
麓
で
あ
る
。
こ
の
跡
地
は
近
く
山
陽
自
動
車
道
が
河
内
に
抜

け
る
隧
道
の
入
り
口
に
な
る
。

　

上
沖

・
浄
安
寺
、
上
沖
か
ら
笹
利
に
通
ず
る
道
の
北
側
で
、
旧
岡
島
宅
内
で
あ
る
。

廃
寺
に
な
っ
た
後
、 

本
尊
の
観
世
音
菩
薩
の
石
像
は
、   

い
ま
も
岡
島
家
で
護
持
さ
れ

て
い
る
。

　

神
原

・
京
農
、
神
原
の
最
奥
、
向
山
の
山
麓
に
近
く
、
丘
宅
の
南
方
約
二
〇
〇
ｍ

の
小
丘
上
に
あ
る
。
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た
お



　

●　
【
湯
戸
の
モ
チ
ヅ
キ
ザ
ク
ラ
】

　
◆
◆
　
石
内
の
古
木
・
大
樹
　
◆
◆

　
●
　【
中
講
の
コ
オ
ヤ
マ
キ
】

　
●
　【
神
原
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
】

　

向
山
の
麓
、
岡
宅
に
あ
る
古
木
で
、
昭
和
四
八
年
広
島
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

幹
の
周
り
は
胸
の
高
さ
で
二･

五
ｍ
、 

樹
高
は
約
一
〇
ｍ
、
幹
は
三
本
の

枝
を
分
か
ち
、
垂
れ
下
が
っ
た
小
枝
に
満
開
の
桜
花
が
春
風
に
揺
れ
て
美
し
い
。 

岡
家

の
祖
先
が
平
岩
の
秋
信
家
か
ら
神
原
に
分
家
し
た
際
、  

こ
の
桜
を
植
え
、  

元
禄
四
年

(

一
六
九
一
）
に
死
去
さ
れ
た
の
で(
過
去
帳)

、
樹
齢
は
三
〇
〇
年
以
上
と
な
る
。

本
樹
が
県
指
定
と
な
っ
た
の
は
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
の
古
木
は
東
京
以
北
に
は
か
な
り

あ
る
が
、 

本
樹
の
如
く
南
方
で
然
か
も
沿
岸
部
近
く
で
長
寿
を
保
ち
、 

大
樹
と
な
っ
て

い
る
の
は
珍
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　

浄
徳
寺
観
音
の
境
内
に
あ
る
大
樹
。
幹
囲
は
胸
髙
二

・
九
ｍ
、
樹
高
約
二
二
ｍ
、
三

本
の
大
枝
を
分
か
つ
。
本
樹
の
高
さ
は
ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ラ
で
は
県
内
四
位
以
内
と
さ
れ
て

い
る
。(

広
島
県
巨
樹
調
査
、
昭
和
五
七
年)

。

(

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ)

　

中
講
の
六
拾
部
忠
紀
宅
に
あ
る
。
幹
囲
は
胸
高
三
ｍ
、
樹
高
は
約
三
二
ｍ
、

樹
高
で
は
広
島
県
で
は
第
一
と
さ
れ
て
い
る
。
。(

広
島
県
巨
樹
調
査)

。

コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
ス
ギ
科
の
植
物
で
和
歌
山
県
の
高
野
山
に
古
く
か
ら
知
ら
れ
、

そ
の
名
が
あ
る
。
自
生
地
は
珍
し
く
、
佐
伯
郡
下
で
は
湯
来
町
の
不
明

・

恵
下
両
国
有
林
と
石
ヶ
谷
峡
、
佐
伯
町
の
羅
漢
温
泉
の
北
の
黒
打
峡
な
ど

に
見
ら
れ
る
。
本
樹
は
約
一
〇
〇
年
前

（
不
明
）
よ
り
幼
樹
を
移
植
し
た

も
の
と
言
わ
れ
る
。

　
●
　【 

臼
山
八
幡
神
社
の
社
叢 

】

　

石
内
の
臼
山
八
幡
神
社
の
社
叢
に
は
大
樹
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
う
ち
徳
に
顕
著
な

も
の
を
示
し
た
の
が
左
表
と
図
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
巨
木
と
し
て
は
広
島
県

巨
樹
調
査(

昭
和
五
七
年
七
月)

に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
表
中
の

番
号
①
の
モ
ミ
が
幹
囲
の
太
さ
か
ら
、
モ
ミ
で
は
県
内
第
三
〇
位
で
、
⑤
の
イ
ヌ
マ
キ

二
号
が
県
下
六
位
、
⑨
の
ケ
ヤ
キ
が
一
五
位
、
⑫
の
イ
ヌ
グ
ス
は
七
位
、
⑭
の
ム
ク
ロ
ジ

は
数
少
な
く
比
較
的
珍
し
い
植
物
だ
が
、 

県
下
八
位
と
な
っ
て
い
て
、 

臼
山
八
幡
の
森

は
県
内
で
は
巨
樹
の
多
い
社
叢
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
は
先
祖
の
人
々
が

大
切
に
守
り
育
て
て
残
し
て
下
さ
っ
た
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
か
ら
、
我
々
も
、
こ

れ
か
ら
を
保
護
し
、
長
く
子
孫
に
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
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あ
け
ず

え  

げ

記号　　　 植　物　名　 幹 周(根回り)　   樹　高　 幹周 実測結果 樹木の特徴　　備　　　考

1         モ ミ　1 号　　   2.85ｍ 　　　　約38ｍ

2   　　　モ ミ　2 号　　   3.12ｍ 　　　　約32ｍ

3　　　　サ　カ　キ 　　   1.30ｍ 　　　　約10ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枯死(保存)　　　

4　　　　ス ギ　1 号　　   2.50ｍ 　　　　約30ｍ

5　　　　イヌマキ1号　　  1.40ｍ 　　　　約22ｍ

6　　　　イヌマキ2号　　  2.50ｍ 　　　　約30ｍ　　　　2.64m

7　　　　ス ギ　2 号　　   2.20ｍ 　　　　約30ｍ

8　　　　ス ギ　3 号　　   4.85ｍ 　　　　約38ｍ　　　　5.25m

9　　　　ス ギ　4 号　　   2.55ｍ 　　　　約38ｍ　　　　2.73m

10　　　 アカクロマツ　　  3.80ｍ 　　　　約45ｍ

11　　　　ケ ヤ キ　　　    2.20ｍ 　　　　約20ｍ　　　　2.79m

12　　　　ク ロ キ　  　　   1.20ｍ 　　　　約0ｍ

13　　　　ク　　ス     　　   2.10ｍ 　　　　約30ｍ　　　　2.19m

14　　　　ア ラ カ シ　　   2.60ｍ 　　　　約25ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伐採、撤去

15　　　　タ　ブ　　　　　   2.70ｍ 　　　　約15ｍ

16　　　　ス ギ 5 号　　   2.20ｍ 　　　　約31ｍ

17　　　　ム ク ロ ジ　　   1.95ｍ 　　　　約16ｍ

平成23年5月18日(水)

境内配置図と古木の分布

18　　　　ボダイジュ 　　  0.66ｍ 　　　　約15ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　追加記載

       ※　計測の基準････地上1.2m
　　   立会人
　　　小田昭三、小田イツ子、田中孝雄、道添富造
　　　奥田耕司、谷口武義　 西本忠良　(以上7名)



　

●　
【
石
内
小
学
校 

①
】

　

●　
【
石
内
小
学
校 

②
】

　

明
治
五
年(

一
八
七
二)
八
月
の
学
制
頒
布
で
、
石
内
村
で
は
明
治
七
年
に
四
つ
の

学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
内
二
校
は
現
在
の
石
内
地
区
内
の
協
成
館
と
知
止
館
で
、

前
者
は
平
岩
の
小
字
教
場
四
六
二
七
で
、
現
在
の
浄
土
寺
山
門
の
東
側
に
あ
り
、
後

者
は
下
沖
で
正
確
な
場
所
の
記
録
が
な
い
。
協
成
館
に
つ
い
て
は
、
半
坂
の
白
口
文
夫

宅
に
伯
父
の
逸
徳
氏
の
卒
業
証
書(

明
治
八
年)

が
残
っ
て
い
る(

左
図)

。

　

同
じ
く 

明
治
七
年
設
置
の
他
の
二
校
は

寿
教
館
と
広
業
館
で
、   

共
に
当
時
八
幡

地
区
利
松

・
中
地
な
ど
に
あ
っ
た
石
内
村

の
飛
地  (

五
日
市
町
誌
中
巻
一
二
頁
参
照)

に
設
け
た
の
で
あ
る
。 

寿
教
館
は
正
覚
寺

内
に
あ
っ
た 　
　

 (

石
内
小
学
校
沿
革
誌)

が
、 

広
業
館
は
教
場
学
校
、　　

知
止
館
は

丸
山
学
校
。   

寿
教
館
は
古
保
理
学
校
。

広
業
館
は
石
飛
学
校
と
な
っ
た
。
丸
山
学

校
は
下
沖
の
小
字
丸
山
九
四
五
で
、 

現
在

の
寺
尾
モ
ー
タ
ー
ス
の
所
で
あ
る
。

　

古
保
理
学
校
は
、 

利
松
の
佐
伯
消
防
署

八
幡
支
署
の
南
東
約
一
〇
〇
ｍ
、
現
在
の
山
根
宅
の
所
に
あ
っ
た
と
言
う
。
石
飛
と
呼

ぶ
石
内
村
の
飛
郷
が
中
地
に
二
カ
所
あ
り
、
鈴
峯
山
麓
の
田
中
寺
の
旧
所
在
地
と
、

そ
の
西
の
石
内
川
西
岸
で
、
石
飛
小
学
校
の
所
在
は
何
れ
か
不
明
で
あ
る
。

　

明
治
一
一
年
五
月
、
平
岩
の
教
場
小
学
校
と
下
沖
の
丸
山
小
学
校
は
新
築
さ
れ
た

が
、
八
幡
地
区
内
の
飛
郷
の
二
校
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
年
、 

郡
区
町
村
編

制
法
が
施
行
さ
れ
、
江
戸
時
代
以
来
の
各
村
内
に
散
在
し
て
い
た
飛
郷
の
整
理
が
進

み
、
石
内
村
で
も
八
幡
地
区
内
の
飛
地
が
八
幡
村
に
編
入
さ
れ
、 

子
弟
は
野
畑
村
の

小
学
校
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
一
五
年
ご
ろ
日
本
の
経
済
界
が
不
況
に
な
り
、
学
校
整
備
に
行
き
づ
ま
る
町

村
が
多
い
の
で
、
一
八
年
の
教
育
令
改
正
で
一
部
の
小
学
校
を
分
教
場
と
し
て
学
校

経
費
の
節
約
を
図
っ
た
。
石
内
村
で
は
丸
山
小
学
校
を
教
場
小
学
校
丸
山
分
教
場
と

し
た
。

　

明
治
二
〇
年
四
月
か
ら
小
学
校
令
改
正
で
、
教
場
小
学
校
を
石
内
簡
易
小
学
校
と

改
称
し
た
。
明
治
二
二
年
一
二
月
一
七
日
に
は
校
舎
を
現
在
の
上
中
の
小
字
曲
崎
に

新
築
移
転
し
、
そ
れ
に
丸
山
分
教
場
を
も
統
合
し
た
。

　

翌
々
年
の
明
治
二
四
年
八
月
一
日
か
ら
三
年
修
業
の
石
内
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
、

更
に
明
治
二
九
年
四
月
一
日
高
等
科
を
併
置
し
た
。
こ
の
時
校
舎
は
従
来
の
建
物
に

二
階
を
増
築
し
た
。

　

明
治
四
一
年
四
月
一
日
か
ら
尋
常
小
学
校
は
六
年
の
義
務
教
育
と
な
り
、
そ
れ
に

二
年
の
高
等
科
が
置
か
れ
た
。

　

こ
の
尋
常
高
等
小
学
校
の
形
は
、 

そ
の
後
長
く
続
い
た
が
、 

昭
和
一
六
年
四
月
一
日

か
ら
石
内
村
立
石
内
小
学
校
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
〇
年
四
月
一
日
か
ら　

新

五
日
市
町
の
誕
生
に
伴
い
、
五
日
市
町
立
石
内
小
学
校
に
改
称
。

更
に
昭
和
五
二
年
三
月
二
〇
日
に
は
、 

広
島
市
合
併
に
伴
い
、 

広
島
市
立
石
内
小
学

校
と
な
り
現
在
に
す
た
っ
て
い
る
。

◆
◆　

石
内
小
学
校
の
沿
革　

◆
◆

右
小
學
下
等
第
八
級
卒
業

候
也
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は
ん
ぷ

き
ょ
う
じ
ょ
う

記
広
島
懸
第
四
區
示
區
石
内
村

平
助
三
男白

口
逸
徳

吉
十
年
二
十
月

第
四
大
学
區
広
島
懸
管
下

第
三
番
中
學
區
内
小
學

明
治
八
年

　
十
一
月
廿
二
日

協
成
舎

小
川

第
三
中
學
區

内
小
学
校
印

中
川



　

石
内
は
古
く
は
石
道
と
呼
ば
れ
、
古
代
山
陽
道
の
交
通
の
要
地
に
当
た
っ
て

い
た
。
水
晶
が
城
は
、
こ
の
石
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
古
道
に
、
臨
み
源
平

時
代
か
ら
戦
国
時
代
の
末
期
に
わ
た
る
数
百
年
の
間
、
重
要
視
さ
れ
た
山
城

で
あ
っ
た
。
後
世
こ
の
城
の
ふ
も
と
か
ら
水
晶
が
と
れ
た
の
で
水
晶
が
城
と
よ

ば
れ
て
い
る
が
、
歴
史
上
に
は
「
石
道
本
城
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

水
晶
が
城
が
最
初
に
で
き
た
の
は
、
今
か
ら
七
九
六
年
前
の
一
一
八
四
年
頃

で
、
源
平
合
戦
に
源
範
頼
が
平
氏
と
戦
い
な
が
ら
陸
路
九
州
に
向
か
っ
た
際
、

範
頼
の
家
臣
が
居
城
し
た
と
い
い
、
ま
た
源
氏
方
の
佐
々
木
左
衛
門
国
正
が
い

た
と
も
い
う
。
こ
の
水
晶
が
城
の
源
氏
は
、
い
ま
平
岩
部
落
に
残
る
串
山

・

今
市
両
城
の
平
氏
と
戦
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

室
町
時
代(

一
三
三
三)

初
め
頃
か
ら
戦
国
代
時
代
に
か
け
て
佐
西
郡(

現

佐
伯
郡)

は
厳
島
神
社
の
神
領
で
、
神
主
家
が
治
め
て
い
た
。
そ
の
頃
石
内
は

豊
富
な
良
質
米
の
産
地
と
し
て
戦
国
武
将
の
垂
涎
の
地
で
あ
っ
た
。
当
時
安
芸

国
の
守
護
で
佐
東
郡(

旧
安
佐
郡)

の
地
領
で
あ
っ
た
、
山
本
村
の
銀
山
城
主

武
田
氏
の
領
地
は
、
石
内
で
厳
島
神
領
と
接
し
て
い
た
。 

そ
の
た
め
神
領
地
の

争
奪
を
め
ぐ
っ
て
武
田
氏
と
神
主
家
そ
れ
に
当
時
佐
西
郡
に
勢
力
を
伸
ば
し
て

い
た
防
長
の
大
内
氏
と
の
間
で
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　

こ
の
争
い
の
た
め
、
石
内
の
各
所
に
は
山
城
が
築
か
れ
た
が
、
水
晶
が
城
は

石
道
本
城
と
し
て
常
に
、
そ
れ
ら
の
中
心
と
な
り
、
水
晶
が
城
を
征
す
る
者

が
石
内
は
も
ち
ろ
ん
五
日
市
平
野
を
も
征
し
た
。

　

承
久
三
年(

二
二
一)

甲
斐
の
武
田
氏
は
、
承
久
の
乱
の
戦
功
に
よ
り
鎌
倉

幕
府
か
ら
安
芸
国
の
守
護
職
を
賜
り
、
一
族
が
三
〇
〇
余
年
山
本
村
の
銀
山

城
に
よ
っ
た
。
厳
島
神
領
争
い
は
武
田
信
在
が
応
永
四
年(

一
三
九
七)

半
坂

を
越
え
石
道

・
利
松

・
坪
井
村
に
侵
入
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
し
か
し
、
こ
の
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す
え
は
る
た
か

お 

し
き 

ば
た

し
げ
さ
と

す
い
え
ん

い
し
み
ち

す
い
し

か
な
や
ま

も
と
な
り

◆
◆　

水
晶
が
城
跡　

◆
◆

時
は
足
利
幕
府
の
命
で
返
還
し
た
。

　

承
久
一
二
年(

一
四
四
〇)

武
田
信
賢
は
郡
で
の
戦
功
で
厳
島
神
領
の
佐
西

郡(

佐
伯
郡)

を
賜
っ
た
。
神
主
家
は
之
に
抵
抗
し
防
長
の
大
内
教
弘
の
援
助

を
得
て
廿
日
市
の
桜
尾
城
で
再
三
信
賢
と
戦
い
、
つ
い
に
武
田
軍
を
銀
山
城
に

退
い
た
。
し
か
し
、
享
徳
三
年(

一
四
五
一)

武
田
は
石
道

・
年
松

・
坪
井
村

を
武
力
で
領
有
し
た
。
こ
れ
ら
の
戦
い
で
石
道
村
は
度
々
戦
乱
場
に
な
っ
た
。

　

い
っ
た
ん
、
武
田
氏
に
帰
し
た
石
道
村
な
ど
の
神
領
も
、
そ
の
後
石
道
の
城

が
大
内
氏
の
援
助
で
落
ち
、
再
び
神
主
家
に
還
っ
た
。   

と
こ
ろ
が
永
生
四
年

(

一
五
〇
七)

神
主
藤
原
興
親
の
死
で
、 

興
親
の
縁
者
の
友
田
上
野
介
と
小
方

和
賀
守
と
の
間
に
神
主
職
の
後
継
争
い
が
起
こ
っ
た
。 

大
内
義
興
は
、 

こ
の
仲

裁
を
せ
ず
、
か
え
っ
て
自
分
が
神
領
を
横
領
し
そ
の
統
治
の
た
め
部
下
の
杉
甲

斐
守
を
石
道
本
城
、 

内
藤
孫
六
を
己
斐
城
、 

島
内
越
中
守
を
廿
日
市
の
桜
尾

城
の
藩
主
と
し
た
。  

こ
の
大
内
氏
の
処
置
に
不
満
な
厳
島
神
社
の
神
領
衆
の

反
感
に
乗
じ
、
先
の
友
田
上
野
介
は
、
今
度
は
銀
山
城
の
武
田
光
和
の
協
力

を
得
て
石
道
本
城
そ
の
他
の
二
城
を
落
と
し
、
神
主
職
に
な
っ
た
。
こ
の
戦
い

で
石
道
本
城
の
杉
甲
斐
守
は
廿
日
市
に
逃
れ
討
た
れ
た
。
今
か
ら
四
四
〇
年

前
の 

天
文
一
〇
年 (

一
五
四
一) 

当
時
ま
だ
大
内
氏
の
配
下
で
あ
っ
た
毛
利

元
就
が
銀
山
城
の
武
田
氏
を
滅
ぼ
し
た
た
め
、
大
内
氏
の
勢
力
が
厳
島
神
領

に
盛
り
帰
し
、
大
内
氏
は
神
主
友
田
興
藤
を
滅
ぼ
し
、
桜
尾
城

・
石
道
本
城

(
水
晶
が
城)

等
に
城
番
を
置
い
て
神
領
を
統
治
し
た
。
水
晶
が
城
に
は
麻
生

右
衛
門
鎮
里
が
い
た
。　

天
文
二
〇
年
大
内
義
隆
が
家
臣
の
陶
晴
賢
に
滅
ぼ

さ
れ
た
の
で
、
毛
利
元
就
は
晴
賢
と
闘
う
た
め
軍
を
お
こ
し
、
天
文
二
三
年

九
月
半
坂
を
越
え
水
晶
ヵ
城
に
入
り
、
臼
山
神
社
に
戦
勝
を
祈
願
し
、
石
道

河
内

・
倉
重
村
の
陶
軍
を
追
い
、
宮
内
村
の
折
敷
畑
山(

の
う
が
高
原
の
西)

で

陶
軍
の
将
宮
川
甲
斐
守
を
滅
ぼ
し
、
一
年
後 

厳
島
合
戦
の
前
哨
戦
に
勝
っ
た
。

す
い
え
ん



　

 

水
晶
が
城
は
毛
利
氏
の
中
国
支
配
以
後
は
、
戦
略
的
価
値
を
失
っ
た
が
、

約
八
〇
〇
年
前
の
源
平
時
代
か
ら
戦
国 

末
期
に
至
る
約
四
〇
〇
年
の
間
に
作

ら
れ
た
遺
構
は 

今
も
か
な
り
よ
く
保
存
さ
れ
、
日
本
の
中
世
山
城
の
姿
を
と

ど
め
る
貴
重
な
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。

　

 

城
は
石
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
、
そ
の
中
心
の
本
丸
は
臼
山
神
社
の
西
方

三
三
〇
ｍ
の
、
標
高
一
二
四

・
八
ｍ
の
山
頂
の
台
地
で
あ
る
。 

今
は
松
が
生
え
、 

そ
の
円
形
の
姿
は 

上
は
半
坂
、
下
は
遠
く
八
幡
か
ら
も
見
え
る
。
そ
の
他
、

二
の
丸
、
三
の
丸
そ
れ
に
数
か
所
の
出
丸
、
数
多
く
の
土
塁
も
残
っ
て
い
る
。

　

出
丸
は
本
丸
か
ら
各
方
面
に
伸
び
る
山
稜
に
あ
っ
て
、
東
端
は
臼
山
神
社
裏

の
臼
山
西
端
は
本
丸
の
西
一
五
〇
ｍ
に
あ
っ
て
、 

城
の
東
西
の
距
離
は
五
〇
〇
ｍ

に
及
ぶ
。

　

今
に
残
っ
て
い
る
水
晶
が
城
の
遺
構
に
つ
い
て
は
、
色
々
な
専
門
家
の
最
近
の

調
査
か
ら
、
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　

 

水
晶
が
城
の
登
り
口
は
今
で
も
沢
山
あ
る
が
、
県
道
に
沿
う
バ
ス
停
「
中
」

の
所
か
ら
中
山
宅
の
横
の
谷
を
登
る
の
が
正
面
道
だ
っ
た
ら
し
く
、 

こ
れ
を
昇

り
詰
め
る
と
今
も
広
場
が
あ
り
、
こ
こ
に
城
門
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
に
は

下
沖
の
迫
口
観
音
の
所
か
ら
尾
根
伝
い
に
登
る
道
、
下
講

・
中
講
か
ら
来
る

道
上
沖
の
久
保
田
宅
の
裏
の
谷
か
ら
急
坂
を
登
る
道
等
す
べ
て
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
広
場
か
ら
右(

東)

へ
一
〇
〇
ｍ
の
所
に
「
本
丸
」
跡
が
見
え
る
。
ま
た

こ
こ
か
ら
本
丸
の
後
側(

北)

に
向
か
っ
て
ゆ
る
い
坂
道
を
約
一
〇
〇
ｍ
登
る
と

広
場
に
出
る
、
こ
こ
は
「
二
の
丸
」
で
館
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
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三
の丸

二
の
丸

出丸

出丸

出丸

出丸

本
丸

土塁

土塁

土塁

空
堀

馬
　　場

土塁

空
堀

空
堀

( 水晶が城  位置図 )

境目付近の西北の山です。
この地図は下中 ・下沖町内会の

場ヶ池

○

○

中
バ
ス
停

宮
ノ
下
バ
ス
停

臼
山
八
幡
神
社
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ど
う
ど
う
だ
に

や
か
た
あ
と

や
ぐ
ら

だ
ん
が
い

や
か
た
あ
と

や
ぐ
ら

か
ら
ぼ
り

か
ら
ぼ
りよ

ろ
い
か
ぶ
と

　
　

◆
◆ 

辰
野
誠
次
先
生
の
水
晶
が
城
跡
へ
の
思
い 

◆
◆　
　

ー
感
想
ー

　

館
跡
と
さ
れ
て
い
る
「
二
の
丸
」
前
方(

南)

に
は「
本
丸
」
が
そ
び
え
て
い
る
。 

た

だ
そ
の
間
に
は
三
つ
の「
空
堀
」
が
あ
る
。
空
堀
は「
馬
落
」
と
も
言
っ
て
深
い
溝

で
、
敵
の
攻
撃
を
防
げ
る
の
に
役
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
つ
の
空
堀
は
、 

現
在
二
の
丸
に
近
い
も
の
が
幅
三
ｍ
、 

深
さ
二
ｍ
、 

そ
の
次
は
最
大
で
幅
七
ｍ
、 

深
さ
二
・
五
ｍ
最
後
が
幅
三
ｍ
、
深
さ
二
・
五
ｍ
で
あ
る
。
最
期
の
空
堀
か
ら
本
丸

の
上
ま
で
は
約
九
ｍ
の
急
斜
面
で
、
武
者
が
重
い
鎧
兜
を
着
て
攻
め
登
る
の
は
大

変
困
難
で
あ
ろ
う
。 

本
丸
は
円
形
で
平
た
く
約
三
〇
〇
㎡
あ
り
、
こ
こ
は
、
い
ま

標
高
一
二
三
・
四
ｍ
の
三
角
点
の
標
識
が
あ
る
。
本
丸
か
ら
は
水
晶
が
城
を
取
り

巻
く
石
内
の
諸
城
、 

そ
れ
に
遠
く
宮
島
・
廿
日
市
ま
で
見
渡
せ
る
。

　

本
丸
の
前
面(

南)

の
約
八
ｍ
の
高
さ
の
急
斜
面
を
降
り
る
と「
二
の
丸
」
が
あ

る
。 

こ
の「
二
の
丸
」
は
南
北
の
長
さ
が
約
四
五
ｍ
、 

東
西
の
幅
が
約
一
二
ｍ
の
長

方
形
で
面
積
は
五
五
〇
㎡
あ
ま
り
あ
る
。
数
個
の「
段
」
か
ら
成
っ
て
い
て
、
下
端

は
急
な
崖
で
終
わ
っ
て
い
る
。「
段
」
と
は
段
々
畑
の
よ
う
に
山
の
急
斜
面
わ
け
ず

り
、
そ
れ
を
幾
つ
か
に
区
切
っ
て
、
平
坦
に
し
た
も
の
で
、
水
晶
が
城
に
は
こ
の
他

沢
山
あ
る
。

　

こ
の「
二
の
丸
」
か
ら
約
二
〇
ｍ
の
急
斜
面
を
下
っ
た
南
西
側
の
尾
根
が「
三
の

丸
」
で
、
こ
れ
は
上
の「
二
の
丸
」
よ
り
も
広
く
、
多
く
の
段
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ

の
南
端
は
中
山
宅
の
上
の
約
六
〇
ｍ
に
ま
で
達
し
、
西
側
は
前
述
の
水
晶
が
城
の

正
面
口
と
考
え
ら
れ
て
い
る
谷
に
向
か
っ
て
急
傾
斜
し
て
い
る
。

　

前
に
述
べ
た
館
跡
と
さ
れ
て
い
る
「
二
の
丸
」
は
、
後
ろ(

北)

と
東
側
が
土
塁
で

囲
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
塁
は
三
分
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
東
側
の
も
の
は
特
に

高
く
な
っ
て
い
て
、
物
見
櫓
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
土
塁
の
後
ろ(

北)

に
は
、
深
さ
三
ｍ
、
幅
三
ｍ
の
空
堀
が
め
ぐ
ら
さ

れ
、
そ
の
後
方(

北)

は
更
に
大
き
な
土
塁
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
土
塁
の
北
及

び
西
側
は
下
講
・
中
講
に
通
ず
る
道
に
の
ぞ
み
、
そ
の
方
面
の
防
衛
に
役
立
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

物
見
櫓
跡
と
さ
れ
て
い
る
土
塁
か
ら
東
に
延
び
る
尾
根
が
約
一
〇
〇
ｍ
に
渡

り
幅
四
ｍ
く
ら
い
溝
状
に
掘
り
下
げ
ら
れ
、   

両
側
は
土
塁
状
に
盛
土
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
昔
か
ら
馬
場
跡
と
さ
れ
、
末
端
は
臼
山
神
社
の
西
の
谷
に
向
か
っ
て

断
崖
で
お
わ
っ
て
い
る
。

　

水
晶
が
城
で
は
本
丸
を
と
り
巻
く
岡
や
尾
根
に
出
丸
が
あ
る
。   

西
側
で
は
迫

口
観
音
か
ら
登
る
道
と
下
中
バ
ス
停
か
ら
正
面
道
と
の
合
致
点
、
ま
た
、
上
沖

か
ら
城
の
北
側
の
谷
を
昇
っ
た
丘
に
大
き
な
出
丸
が
あ
る
。
東
側
で
は
下
中
の

槇
尾
宅
の
裏
山
、 

八
幡
神
社
裏
の
臼
山
が
出
丸
で
、 

臼
山
は
石
臼
状
に
上
下
二

段
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
出
丸
は
何
れ
も
数
個
の
段
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

水
晶
が
城
か
ら
北
東
に
向
か
っ
て
下
講
に
通
ず
る
平
坦
な
道
は
、
城
に
水
を
引

い
た
水
路
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
道
幅
は
一
・
五
㎞
。
緩
や
か
に
尾
根
や
山
腹
を
め

ぐ
っ
て
下
講
の
小
口
宅
の
裏
の
道
々
谷
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
こ
の
谷
の
水
量
は

地
名
の
響
き
が
示
す
よ
う
に
今
で
も
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
水
路
跡
の
道
は
歴
史

を
忍
ぶ
良
い
ハ
イ
キ
ン
グ
道
で
あ
る
。

　

辰
野
誠
次
先
生
が
生
前
、
石
内
の
文
化
遺
産
の
一
つ
の
水
晶
が
城
跡
に
込
め

る
期
待
と
こ
の
城
の
規
模
と
歴
史
上
の
経
過
と
関
わ
っ
た
人
物
へ
の
意
気
込
み

は
、
ふ
る
里
の
歴
史
愛
好
家
の
一
人
と
し
て
ロ
マ
ン
を
追
い
続
け
て
お
ら
れ
た
こ

と
は
、
会
員
の
田
中
孝
雄
さ
ん
が
調
査
を
伴
に
し
た
ひ
と
だ
。
、
病
床
の
先
生
が

「
何
か
新
た
な
発
掘
品
が
あ
っ
た
か
？
」
と
聞
か
れ
た
と
言
う
伝
承
の
言
葉
に
も

伺
え
る
。
こ
の
末
尾
の
歴
史
を
偲
ぶ
ハ
イ
キ
ン
グ
道
で
あ
る
。
と
結
ば
れ
た
文
章

で「
歴
史
の
散
歩
道
」
な
ど
広
域
な
公
園
整
備
に
推
挙
す
る
か
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
が
容
易
に
分
か
る
。   

山
陽
高
速
道
の
堀
切
を
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
変

更
を
提
案
し
こ
の
史
跡
を
護
っ
た
の
も
そ
の
現
れ
と
思
わ
れ
る
。(

窪
田)
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●　

郷
土
史 

石
内
の
沿
革　
　

ｰ

石
田
秋
三
ー

　

石
内
は
細
長
い
山
村
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が

多
い
が
、   

実
は
、 
三
方
山
に
包
ま
れ
、 

僅
か

に
南
に
開
け
、   

三
角
形
を
丸
く
し
た
よ
う
な

山
村
で
あ
る
。

　

西
南
太
平
記
に
よ
る
と
、
昔
は
石
道
村
と

称
し
て
い
た
が
、
山
に
石
が
多
く
、
道
に
石

が
た
く
さ
ん
連
な
っ
て
い
た
の
で
、 

寛
文
年
間

(

今
か
ら
三
百
年
前)

に
石
内
村
と
改
称
し
た

と
云
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
昔
は
、
石
内
は
入

り
江
で
湯
戸
辺
り
ま
で
は
海
水
が
出
入
り
し
、

川
幅
も
広
く
渡
り
の
飛
び
石
が
、
百
ば
か
り

あ
っ
た
の
で 

今
で
も
百
石
と
言
う
所
が
あ
り
、

時
々
怪
我
人
も
出
た
の
で 

供
養
の
た
め
建
立

し
た
石
仏
が
石
塚
と
し
て
残
っ
て
い
る
。　

　

旧
藩
時
代
は
、
浅
野
越
前
殿
の
知
行
所
で

  (

総
畝
数
一
九
四
町
歩
石
高
二
二
三
九
石)

 

明
治
五
年
、
大
小
区
が
定
め
ら
れ
当
時
は
、

半
坂

・
原
田

・
神
原

・
鍛
冶
計(

梶
毛)

・

平
岩

・
中
屋(

上
中)

馬
場(

下
中)

・
笹
里

(

笹
利)

・
沖
組

・
湯
戸
と
そ
の
他
石
内
の
飛

地
が
八
幡
村
に
あ
り
、
八
幡
保
井
田
の
飛
地

　

が
、
石
内
に
あ
っ
た
の
で   

明
治
二
十
二
年

保
井
田
の
飛
地
と
和
田
を
合
わ
せ
、 

八
幡
に

あ
っ
た
飛
び
地
を
を
分
割
し
て
現
在
の
石
内

村
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

昔
か
ら
石
内
は
米
麦
作
の
生
産
を
主
と
す

る
純
農
村
で
そ
の
質
は
特
に
優
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。　

そ
れ
か
ら
約
百
四
十
年
前
の

調
査
で
戸
数
四
六
五
戸(

内
農
業
三
二
五
戸

日
稼
一
三
〇
戸

・
医
師
二
戸

・
職
人
八
戸) 　

と
な
っ
て
お
り
、
人
口

・
戸
数
共
に
現
在
よ

り
遙
か
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
年
四
月
石
内

・
河
内

・
八
幡

・

観
音

・
五
日
市
の
五
か
町
村
が
合
併
し
現
在

の
五
日
市
町
大
字
石
内
と
な
っ
た
の
で
あ
る

が
、 

最
近
は
産
業
構
造
の
急
速
な
発
展
や
そ

れ
に
伴
う
生
活
様
式
の
変
動
に
よ
り
、 

ま
た

広
島
市
と
い
う
大
消
費
都
市
に
近
接
し
て
い

る
関
係
上 

純
農
村
で
あ
っ
た
石
内
も
近
郊

農
村
と
な
り
兼
業
農
家
が
増
え  

第
二
次

・

第
三
次
産
業
に  

通
勤
従
事
す
る
者
が
著
し

く
多
く
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
交
通
の
発
達

特
に
バ
ス
路
線
の
開
発
は
、
石
内
の
文
化
と

生
活
を
一
変
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

◆
◆ 

石
内
公
民
館
だ
よ
り 

◆
◆ 

の
中
よ
り

「
石
内
公
民
館
だ
よ
り
」
第
２
号

昭
和
三
九
年
七
月
発
刊

(

編
集

・
印
刷)

　

●　

所　

感　
　
　
　
　

ｰ

辰
野
誠
次
ー

「
石
内
公
民
館
だ
よ
り
」
第　

号

昭
和
五
四
年
一
月
発
刊

(

公
民
館
運
営
審
議
会
議
長)

168

　

昨
年
は
長
い
間
の
念
願
で
あ
っ
た
新

・
公
民
館
が
落
成
し
、
今
後

こ
の
地
域
の
近
代
的
な
公
民
館
活
動
が
い
っ
そ
う
進
展
す
る
こ
と
を

喜
ん
で
い
ま
す
。 

既
に
各
種
学
級 

グ
ル
ー
プ
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ

そ
の
学
習
成
果
が
、 

先
の
文
化
祭
で
今
ま
で
に
な
く
長
日
に
わ
た
り

公
民
館
を
会
場
と
し
て
展
示
さ
れ
得
た
こ
と
は
同
慶
の
至
り
で
す
。

　

戦
後
重
視
さ
れ
た
社
会
教
育
は
全
国
に
沢
山
の
公
民
館  

設
置
を

促
し
ま
し
た
。
そ
し
て  

そ
の
学
習
テ
ー
マ
は
、 

何
々
の
〝
民
主
化
〟

に
始
ま
り
、   

農
村
の
近
代
化
と
言
っ
た
よ
う
な
〝
近
代
化
〟
〝
人

間
関
係
〟
そ
の
〝
断
絶
〟
〝
情
報
化
社
会
〟 

最
近
で
は
生
涯
教
育

〝
ふ
る
さ
と
〟
〝
コ
ミ
二
テ
ィ
〟
等
時
代
に
即
し
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、
ま
だ
不
消
化
の
も
の
も
あ
っ
て
、 

何
れ
も
今
後
も
続
け
て

よ
い
重
要
な
学
習
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
様
な
公
民
館
の
学
習
テ
ー
マ
を
こ
な
し
、
真
の
公
民
館
活
動

を
盛
ん
に
す
る
に
は
、 

よ
く
云
わ
れ
て
い
る
〝
つ
ど
う
〟
〝
ま
な
ぶ
〟

〝
む
す
ぶ
〟
の
公
民
館
の
三
つ
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
る
事
と

思
い
ま
す
。 

学
習
の
た
め
に
公
民
館
に
し
ば
し
ば
気
軽
に
〝
つ
ど
う
〟

と
、
〝
ま
な
ぶ
〟
は
勿
論
公
民
館
の
眼
目
で
、 

地
区
民
の
各
自
が
青

年
学
級
、
婦
人
学
級
、
成
人
学
級
、
高
齢
者
学
級
ま
た
は
何
か
の

グ
ル
ー
プ
教
室
の
一
つ
に
関
係
さ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

更
に
公
民
館
に
は
地
域
の
福
祉
関
係
等
の  

団
体
や
機
関
の
間
の
連

絡
調
整
の
〝
む
す
ぶ
〟
と
云
う
こ
と
が
役
目
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
地
区
の
皆
様
の
協
力
に
よ
る
新
公
民
館
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。
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【  編 集 後 記  】

（糸引きばあさん）

向
山

高
山

百
石

神
原

湯
戸

京
良
木

栗
木
峠

浄
安
寺

（浄土寺 ・ 鐘楼）（臼山八幡）

（百石の石仏）

（奥畑の子安観音）

北

△
88

住居跡

想像図

【長尾城跡と古墳時代住居跡】

（芸藩通誌 己斐村図）

【京良木城跡】

　　　　　　　　平成 29 年 3 月 31 日
　　　　　　　　　　　　　石内をもっと知ろう会　　会員　窪田君男

　自分の住んでいる町の歴史が知りたい…。石内で生まれ育った人でも知らないことが多いものです。40、50
年前には整理された資料が乏しく、村の古老達によってのみ語り伝えられてきました。現在石内地区には、幾つ
かの団地ができて、地区外からの転入者で世帯数も増えています。そんな新しい住民の方も、自分の住む町は
果たしてどんな歴史を持っているのか知りたいのではないでしょうか。近年合併を機に五日市町誌が発刊され
たことで以前に比べ資料が入手し易くなり、学校・公民館活動などで自然と歴史文化をまもる活動が活発に
なって参りました。しかし資料については、その多くが古文書を主体とした歴史の文献や資料が中心であり、気
楽に目で見て概要を知るためのものはまだまだ数が少ないのが現状です。
　そんな折、故 辰野誠次先生のご子息より、氏が生前郷土石内を愛し活動された貴重な資料を会に寄贈して
いただきました。資料の整理をしながら内容に目を通すうちに、その資料の素晴らしさに感銘を受けました。先
生は植物学の最高権威として多忙な身でありながら、郷土史研究の活動と指導に長年携わってこられた方で
す。特に五日市町誌発刊に際しては、原稿作成委員に名を連ねて献身的な資料収集と原稿作りを行われ、県
内の会合にも積極的に参加されています。この資料の中にはそんな内外の交流の中で入手された貴重な資料
も含まれており、改めてその功績に感謝するばかりです。
　私の小学生時代、夏休みに草花採集と標本作りの指導を受けた中で学習の面白さを教えていただいたとき
の姿や、広島大学の教授を退官された直後、石内川の堤防の小道で和服姿に下駄履きで背筋をピンと伸ばし
格好良く歩きながら目前の松丸神社・貴船神社・百石・徳見城を熱く話される姿が思い出され、その機会に恵ま
れた事を感謝すると同時に、先生の語り継ぐ熱意をあらためて実感しました。その熱意は、郷土の文化財・史跡
を、ご自分で歩き調べ、古老から情報を聴取、当時発刊の「公民館だより」に連載、更に石内公民館のサークル
活動の指導など後継者づくりに励まれた功績も資料の中身から読み取れます。今回の資料作成を通じ、湯戸
の辰野先生・仲田繁そして石田秋三の3氏が残された資料を新たな形にできた今、安堵の気持ちで一杯です。
　最後に、この貴重な資料を当初は公文書館に寄贈を検討しましたが、本年「石内公民館まつり」に合わせて
奥田泰将石内公民館長のご理解を得て石内公民館で保管監理をお願いすることになりました。今後、石内の
地区住民、子供たち、石内に転入して仲間となられた方々、そして石内に興味を持たれた人達にとってこの資料
が何らかの一助になれば幸いです。

(

柚
の
木
城
跡)

(

柚
の
木
山)

石内村と己斐村は昔は佐伯郡 ( 佐西郡 ) であった

石内と己斐では京良木城 ・ 柚の木城と呼称が違っ

ていました。



昭和25年代 石内村役場　  今はプレハブの収蔵庫が建っています

　　　木造平屋建　屋根にサイレンがある。　下沖・久保田氏 提供鉄筋コンクリート造校舎になる迄の 2階建て

木造校舎。 ( 時計台もあります )

五日市町に合併するまでの石内村役場漆喰塗りの

屋根には時報を知らせるサイレンが設置されている。

石内小学校 ・校章

作戦会議

戦国時代の山城

　　 ( 想像図 )


